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令
和
元
年
版
科
学
技
術
白
書
に
つ
い
て

科
学
技
術
の
振
興
に
関
す
る
年
次
報
告
、
い
わ
ゆ
る
科

学
技
術
白
書
と
は
、
科
学
技
術
基
本
法
第
8
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
政
府
が
科
学
技
術
の
振
興
に
関
し
て
講
じ
た
施

策
に
関
し
て
国
会
に
提
出
す
る
報
告
書
で
す
。

令
和
元
年
版
の
科
学
技
術
白
書
は
、
次
の
よ
う
な
構
成

と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
1
部

基
礎
研
究
に
よ
る
知
の
蓄
積
と
展
開

〜
我
が
国
の
研
究
力
向
上
を
目
指
し
て
〜

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
源
泉
で
あ
り
、
科
学
技
術
の
基
盤
で

あ
る
基
礎
研
究
に
つ
い
て
、
そ
の
事
例
と
と
も
に
紹
介
し
、

基
礎
研
究
に
よ
る
知
の
蓄
積
と
、
そ
れ
ら
成
果
の
展
開
に

よ
る
社
会
へ
の
新
た
な
価
値
の
創
造
に
つ
い
て
御
説
明
し
て

い
ま
す
。

第
1
章	

新
た
な
知
を
発
見
す
る
基
礎
研
究

第
2
章	

基
礎
研
究
が
社
会
に
も
た
ら
す
価
値

第
3
章	

基
礎
研
究
を
支
え
、
進
展
さ
せ
る
技
術

第
4
章	

研
究
成
果
の
社
会
展
開
の
促
進

第
5
章	

む
す
び
に

第
2
部

科
学
技
術
の
振
興
に
関
し
て
講
じ
た
施
策

平
成
30
年
度
に
政
府
が
講
じ
た
施
策
を
第
5
期
科
学
技

術
基
本
計
画
に
沿
っ
て
報
告
し
て
い
ま
す
。

身
近
な
科
学
技
術
の
成
果（
コ
ラ
ム
）

私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
に
お
い
て
身
近
に
あ
る
科
学
技

術
の
成
果
や
ト
ピ
ッ
ク
に
着
目
し
、「
身
近
な
科
学
技
術
の

成
果
」と
題
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
紹
介
す
る
成
果
や

ト
ピ
ッ
ク
は
、
国
民
の
皆
さ
ま
の
身
近
な
も
の
又
は
近
い
将

来
、
身
近
な
も
の
に
な
る
こ
と
が
予
想（
期
待
）さ
れ
る
も

の
を
選
定
し
て
い
ま
す
。

令和元年版 科学技術白書
基礎研究による知の蓄積と展開
 ～我が国の研究力向上を目指して～

文部科学省 科学技術・学術政策局 企画評価課

平成30年度の科学技術の振興に関する年次報告(令和元年版科学技術白書)が、令和元年５月28日に
閣議決定され、国会に報告されました。今回の文部科学広報では、令和元年科学技術白書の「第１部」と

「身近な科学技術の成果」について、御紹介いたします。

1特集

令和
元年版 科学技術白書

基礎研究による知の蓄積と展開
～我が国の研究力向上を目指して～



2文部科学広報　No.235　2019年 6月号

第
1
部

基
礎
研
究
に
よ
る
知
の
蓄
積
と
展
開

〜
我
が
国
の
研
究
力
向
上
を
目
指
し
て
〜

第
1
章

新
た
な
知
を
発
見
す
る
基
礎
研
究

第
1
節
．基
礎
研
究
の
重
要
性

基
礎
研
究
は
主
に「
真
理
の
探
究
」、「
基
本
原
理
の
解

明
」や「
新
た
な
知
の
発
見
、
創
出
や
蓄
積
」な
ど
を
志
向

す
る
研
究
活
動
で
す
。
そ
れ
は
誰
も
足
を
踏
み
入
れ
た
こ

と
の
な
い
知
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
開
拓
す
る
営
み
で
あ
り
、

研
究
者
た
ち
は
絶
え
ず
独
創
的
な
ア
イ
デ
ア
や
手
法
を
考

案
し
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
未
知

を
既
知
へ
と
変
え
て
い
き
ま
す
。
こ
の
た
め
基
礎
研
究
は

目
に
見
え
る
成
果
が
現
れ
る
ま
で
長
い
時
間
を
要
し
た
り
、

そ
の
成
果
が
ど
の
よ
う
な
役
に
立
つ
の
か
が
直
ち
に
分
か
ら

な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ

の
結
果
と
し
て
解
明
・
創
出
さ
れ
た「
真
理
」、「
基
本
原

理
」や「
新
た
な
知
」は
、
科
学
的
に
大
き
な
価
値
が
あ
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
既
存
の
技
術
の
限
界
を
打
破
し
、
こ

れ
ま
で
に
な
い
革
新
的
な
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
す
な

ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
や
社
会
の
在
り
方
を
大
き
く
変
え

る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

特
に
昨
今
、
ス
マ
ー
ト
化
に
よ
っ
て
あ
ら
ゆ
る
製
品
や

サ
ー
ビ
ス
の
高
付
加
価
値
化
が
進
ん
だ
知
識
集
約
型
と
呼

ば
れ
る
社
会
へ
の
転
換
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
知
識
集
約
型

社
会
に
お
い
て
は
多
種
多
様
な
知
を
ど
れ
だ
け
糾
合
で
き

る
か
に
よ
っ
て
将
来
の
可
能
性
や
選
択
肢
が
変
わ
っ
て
く
る

た
め
、「
真
理
の
探
究
」、「
基
本
原
理
の
解
明
」や「
新
た

な
知
の
発
見
や
創
出
」な
ど
、
卓
越
し
た
新
た
な
発
想
を

追
求
し
、
創
造
す
る
知
的
活
動
で
あ
る「
基
礎
研
究
」の
重

要
性
は
よ
り
一
層
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
基
礎
研
究
の
成
果

の
蓄
積
と
展
開
は
、
長
期
的
な
社
会
課
題
の
解
決
や
新
産

業
の
創
出
と
と
も
に
、
将
来
の
社
会
や
生
活
に
全
く
新
し

い
価
値
を
も
た
ら
し
得
る
社
会
発
展
の
基
盤
で
す
。

第
2
節
．我
が
国
の
科
学
技
術
の
基
盤
的
な
力
の
現
状

我
が
国
に
お
け
る
科
学
技
術
の
基
盤
的
な
力
の
現
状
や

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
決
定
を
契
機
と
し
て
、
改
め
て
基
礎
研

究
に
対
し
て
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
お
り
、
我
が
国
の
学
術

研
究
・
基
礎
研
究
の
持
続
的
な
成
果
創
出
の
可
能
性
を
め

ぐ
っ
て
は
、
多
く
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

我
が
国
が
将
来
に
わ
た
っ
て
ノ
ー
ベ
ル
賞
級
の
国
際
的
に

傑
出
し
た
成
果
を
生
み
出
す
研
究
者
を
輩
出
し
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
。
ま
た
、
長
期
的
な
社
会
課
題
の
解
決

や
新
産
業
の
創
出
と
と
も
に
、
将
来
の
社
会
や
生
活
に
全

く
新
し
い
価
値
を
も
た
ら
し
得
る
基
礎
研
究
の
成
果
を
生

み
出
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

そ
の
問
い
に
答
え
る
に
当
た
っ
て
の
出
発
点
と
し
て
、
我

が
国
の
科
学
技
術
の
現
状
を
把
握
し
、
そ
の
問
題
点
を
認

識
す
る
た
め
、
平
成
30
年
版
科
学
技
術
白
書
で
も
取
り
上

げ
た
定
量
的
指
標
を
用
い
て
、
研
究
の
量
と
質
を
表
す
論

文
数
と
と
も
に
、
研
究
を
支
え
る
研
究
資
金
、
研
究
人
材
、

研
究
環
境
等
を
中
心
に
再
度
俯ふ

瞰か
ん

し
て
い
ま
す
。

1
． 論
文
数
の
現
状
　
〜
国
際
的
な
シ
ェ
ア
の
低
下
と
高
い

研
究
領
域
へ
の
参
加
数
の
停
滞
〜

近
年
、
我
が
国
の
論
文
数
の
伸
び
は
停
滞
し
、
国
際
的

な
シ
ェ
ア
及
び
順
位
は
低
下
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
被

引
用
数
T
o
p　

10
％
補
正
論
文
数
の
順
位
で
比
較
す
る
と
、

こ
の
10
年
の
間
に
、
日
本
は
4
位
か
ら
9
位
に
低
下
し
て

い
ま
す
。

科
学
技
術
・
学
術
政
策
研
究
所
が
作
成
し
て
い
る
サ
イ

エ
ン
ス
マ
ッ
プ
で
は
、
論
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
い
て
被
引

用
数
が
世
界
で
上
位
1
％
の
論
文
を
共
引
用
分
析
す
る
こ

と
に
よ
り
、
国
際
的
に
注
目
を
集
め
て
い
る
研
究
領
域
を

抽
出
し
て
い
ま
す
。

各
国
が
参
画
し
て
い
る
注
目
度
の
高
い
研
究
領
域
を
数

字
で
見
る
と
、
世
界
の
研
究
領
域
数
は
5
9
8
領
域
か
ら

8
9
5
領
域
へ
拡
大
し
て
い
ま
す
。
主
要
国
に
お
い
て
、
特

に
米
国
の
参
画
領
域
数
は
多
く
、
世
界
の
研
究
領
域
数
に

占
め
る
割
合
は
90
％
以
上
で
す
。

全分野 2004-2006 年（PY）（平均） 全分野 2014-2016 年（PY）（平均）
論文数 論文数

国・地域名 分数カウント 国・地域名 分数カウント
論文数 シェア 順位 論文数 シェア 順位

米国 228,849 25.7 1 米国 273,858 19.3 1
日本 67,696 7.6 2 中国 246,099 17.4 2
中国 63,296 7.1 3 ドイツ 65.115 4.6 3
ドイツ 53,648 6.0 4 日本 63.330 4.5 4
英国 51,976 5.8 5 英国 59.688 4.2 5
フランス 38,337 4.3 6 インド 52.875 3.7 6
イタリア 31,573 3.5 7 韓国 46.522 3.3 7
カナダ 29,676 3.3 8 フランス 45,337 3.2 8
スペイン 23,056 2.6 9 イタリア 44,450 3.1 9
韓国 22.584 2.5 10 カナダ 39,674 2.8 10

全分野 2004-2006 年（PY）（平均） 全分野 2014-2016 年（PY）（平均）
Top10% 補正論文数 Top10% 補正論文数

国・地域名 分数カウント 国・地域名 分数カウント
論文数 シェア 順位 論文数 シェア 順位

米国 34,127 38.4 1 米国 38,736 27.4 1
英国 6,503 7.3 2 中国 24,136 17.0 2
ドイツ 5,642 6.4 3 英国 8,613 6.1 3
日本 4,559 5.1 4 ドイツ 7,755 5.5 4
中国 4,453 5.0 5 イタリア 4,912 3.5 5
フランス 3,833 4.3 6 フランス 4,862 3.4 6
カナダ 3,392 3.8 7 オーストラリア 4,453 3.1 7
イタリア 2,731 3.1 8 カナダ 4,452 3.1 8
オランダ 2,146 2.4 9 日本 4,081 2.9 9
スペイン 2,093 2.4 10 スペイン 3,609 2.5 10

国・地域別論文数、Top10％補正論文数：上位10か国・地域

注： 分数カウント法を用いて集計。分数カウントとは、機関レベルでの重み付けを用いた国単位での集計である。例えば、日本の
A大学、日本のB大学、米国のC大学の共著論文の場合、各機関は3分の1と重み付けし、日本3分の2件、米国3分の1件と
集計する。したがって、1件の論文は、複数の国の機関が関わっていても1件として扱われる。

資料：科学技術・学術政策研究所「科学技術指標2018」調査資料-274（平成30年8月）（クラリベイト・アナリティクス社　
Web of Science XML（SCIE、2017年末バージョン）を基に、科学技術・学術政策研究所作成）
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令和元年版　科学技術白書
基礎研究による知の蓄積と展開 ～我が国の研究力向上を目指して～

ま
た
、
英
国
や
ド
イ
ツ
の
参
画
領
域
数
は
増
加
し
て
お

り
、
世
界
の
研
究
領
域
数
に
占
め
る
割
合
は
50
〜
60
％
程

度
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
中
国
は
参
画
領
域
数
及
び
そ
の

割
合
の
い
ず
れ
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
我
が
国
の
参
画
領
域
数
は
停
滞
傾
向
に
あ
り
、

世
界
の
研
究
領
域
数
に
占
め
る
割
合
は
、
サ
イ
エ
ン
ス
マ
ッ

プ
2
0
0
8
で
は
41
％
で
、
サ
イ
エ
ン
ス
マ
ッ
プ
2
0
1
4

で
は
32
％
へ
と
9
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
ま
し
た
。
サ
イ
エ
ン
ス

マ
ッ
プ
2
0
1
6
で
は
参
画
割
合
は
33
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。

2
． 研
究
資
金
の
状
況
　
〜
基
礎
研
究
を
支
え
る
基
盤
的
経

費
の
重
要
性
〜

次
に
、
国
立
大
学
法
人
、
私
立
大
学
及
び
国
立
研
究
開

発
法
人
等
の
研
究
や
教
育
を
安
定
的
・
継
続
的
に
支
え
る

基
盤
的
経
費
の
推
移
を
見
て
い
ま
す
。

国
立
大
学
法
人
運
営
費
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
16

年
度
か
ら
比
較
す
る
と
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
近
年
は
同

水
準
で
推
移
し
て
い
る
状
況
で
す
。
ま
た
、
私
立
大
学
等

経
常
費
補
助
金
に
つ
い
て
も
平
成
16
年
度
か
ら
比
較
す
る

と
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
近
年
は
同
水
準
で
推
移
し
て
い

る
状
況
で
す
。
国
立
研
究
開
発
法
人
の
運
営
費
交
付
金
に

つ
い
て
は
一
時
減
少
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
27
年
度
以

降
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
基
盤
的
経
費
と
同
様
に
研
究
を
支
え
る
主
要

な
資
金
で
あ
る
競
争
的
資
金
に
つ
い
て
は
、
研
究
力
及
び

研
究
成
果
の
最
大
化
や
一
層
の
効
果
的
・
効
率
的
な
活
用

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
基
盤
的
経
費
及
び

競
争
的
資
金
の
双
方
に
つ
い
て
の
改
革
と
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
政
府
の
資
金
配
分
に
当
た
っ
て
は
、
両
経
費
の

最
適
な
組
合
せ
が
常
に
考
慮
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
研
究
が
軌
道
に
乗
っ
て
大
型
の
競
争
的
資
金
を
獲

得
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
研
究
期
間
に
お
け
る
基
盤

的
経
費
等
に
よ
る
支
援
も
重
要
で
す
。

3
． 研
究
人
材
の
減
少
　
〜
博
士
課
程
入
学
者
の
減
少
傾
向

〜研
究
の
重
要
な
担
い
手
で
あ
る
博
士
課
程
の
入
学
者
数

を
分
野
別
に
見
る
と
、
平
成
29
年
度
に
お
い
て
、
保
健
系

が
6
，2
6
0
人（
42
・
4
％
）、
工
学
系
が
2
，3
6
2
人

（
16
・
0
％
）の
順
に
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。
理
学
系
、

人
文
科
学
系
、
社
会
科
学
系
は
そ
れ
ぞ
れ
1
，0
0
0
人
程

度
に
な
っ
て
い
ま
す
。
経
年
変
化
を
見
る
と
、
保
健
系
と

「
そ
の
他
」以
外
は
全
て
の
分
野
に
お
い
て
、
平
成
15
年
か

ら
減
少
、
若
し
く
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
お
り
、
博

士
課
程
入
学
者
総
数
と
し
て
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

2003年度からの増減
理学 -568
工学 -1009
農学 -412
保健 +270

人文科学 -696
社会科学 -687
その他 -227

注： 研究領域を構成するコアペーパーに当該国の論文が1件以上含まれている場合、研究領域に参画して
いるとしている。

資料： 科学技術・学術政策研究所「サイエンスマップ2016」NISTEP REPORT No.178（平成30年10
月）（クラリベイト・アナリティクス社Essential Science Indicators（NISTEP ver.）及びWeb of 
Science XML（SCIE, 2017年末バージョン）を基に科学技術・学術政策研究所作成）

02

世界 米国 日本 英国 ドイツ 中国
1602 1602 1602 1602 1602 16
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700
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1000 97％
90％

38％
33％

56％

63％

51％

56％

12％

51％

領域数 参画割合（右軸）

領
域
数

参
画
割
合

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100
（％）

左からサイエンスマップ2002～ 2016（2年おき）の値

主要国の参画領域数と参画領域割合

30年度
29年度
28年度
27年度
26年度
25年度
24年度
23年度
22年度
21年度
20年度
19年度
18年度
17年度
16年度 12,415

12,317

12,214

12,043

11,813

11,695

11,585

11,528

11,366

10,792

11,123

10,945

10,945

10,971

10,971

10,000 10,500 11,000 11,500 12,000 12,500（億円）

国立大学法人運営費交付金予算額の推移

注： 金額は各年度の一般会計当初予算額である。平成29年度予算額には、国立大学法人機能強
化促進費（45億円）を含む。平成30年度予算額には、国立大学法人機能強化促進費（89億
円）を含む。

資料：文部科学省作成

注： 保健：医・歯・薬学、看護学等　
 その他：商船、家政、教育、芸術、その他
資料： 文部科学省「学校基本調査報告書」及び「科学技

術指標 2018」（調査資料-274、平成 30 年 8 月）
を基に科学技術・学術政策研究所作成

博士課程の分野別入学者数の推移

1特集
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4
． 研
究
環
境
の
現
状
　
〜
研
究
時
間
割
合
の
推
移
と
研
究

支
援
者
数
の
国
際
比
較
〜

研
究
時
間
割
合
の
変
化
を
見
る
と
、
平
成
14
年
か
ら

平
成
20
年
ま
で
の
6
年
間
で
、
全
分
野
平
均
で
46
・
5
％

か
ら
36
・
5
％
に
低
下
し
、
平
成
20
年
か
ら
平
成
25
年
ま

で
の
5
年
間
で
は
35
・
0
％
に
微
減
し
て
い
ま
す
。
一
方
、

教
育
時
間
割
合
は
平
成
14
年
か
ら
平
成
25
年
ま
で
の
11
年

間
で
23
・
7
％
か
ら
28
・
4
％
に
増
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、

社
会
貢
献
と
し
て
の
社
会
サ
ー
ビ
ス
活
動
時
間
は
、
研
究

成
果
の
活
用
に
関
す
る
技
術
相
談
等
の
研
究
関
連
、
市
民

講
座
等
の
教
育
関
連
及
び「
そ
の
他
：
診
療
活
動
等
」の
い

ず
れ
も
平
成
14
年
か
ら
平
成
20
年
ま
で
の
間
で
大
幅
に
増

加
し
て
お
り
、
平
成
25
年
ま
で
の
間
で
は
特
に「
そ
の
他
：

診
療
活
動
等
」の
時
間
割
合
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、「
そ
の
他
の
職
務
活
動（
学
内
事
務
等
）」の
時

間
割
合
に
つ
い
て
は
微
減
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
大
学
等
の
教
員
の
研
究
や
研
究
事
務
を
補
助
す

る
研
究
支
援
者
の
配
置
に
つ
い
て
も
研
究
者
の
研
究
環
境

に
お
い
て
重
要
な
要
素
で
す
。
大
学
等
に
お
け
る
研
究
支

援
者
数
は
、
平
成
30
年
で
は
研
究
事
務
そ
の
他
の
関
係
者

が
最
も
多
く
4
・
5
万
人
、
研
究
補
助
者
が
1
・
5
万
人
、

技
能
者
は
1
・
3
万
人
で
す
。
研
究
事
務
そ
の
他
の
関
係

者
、
研
究
補
助
者
は
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
技
能
者
は
ほ

ぼ
横
ば
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

全
体
と
し
て
、
我
が
国
の
大
学
等
に
お
け
る
研
究
支
援

者
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
我
が
国
全
体
の
研
究

者
一
人
当
た
り
の
研
究
支
援
者
数
は
、
諸
外
国
と
比
べ
て

少
な
い
状
況
で
す
。

革
新
的
な
科
学
的
発
見
は
、
研
究
者
自
身
の
不
断
の
努

力
と
そ
の
発
想
の
独
創
性
や
斬
新
性
か
ら
産
み
出
さ
れ
る

も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
研
究
者
が
そ
の
能
力
を
十
分
に

発
揮
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
論
文
数
、
研
究
資
金
、
研
究
人
材
や

研
究
環
境
な
ど
の
定
量
的
指
標
を
み
る
と
、
我
が
国
の
科

学
技
術
の
基
盤
的
な
力
は
相
対
的
に
低
下
傾
向
に
あ
り
ま

す
。我

が
国
は
こ
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
次
に
ど
こ

へ
進
ん
で
い
く
べ
き
か
。
第
2
章
か
ら
は
、
基
礎
研
究
が

社
会
に
も
た
ら
す
価
値
や
基
礎
研
究
を
支
え
る
技
術
等
に

つ
い
て
事
例
を
交
え
な
が
ら
具
体
的
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
第
1
部
を
通
じ
て
、
基
礎
研
究
に
よ
る
知
の
蓄
積

と
展
開
に
つ
い
て
の
意
義
と
重
要
性
に
つ
い
て
今
一
度
考
え

る
機
会
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
2
章

基
礎
研
究
が
社
会
に
も
た
ら
す
価
値

研
究
者
の
斬
新
な
発
想
や
常
識
を
覆
す
発
見
に
よ
り
新

た
な
市
場
を
創
出
し
た
り
、
領
域
全
体
の
進
展
に
よ
り
応

用
範
囲
が
広
が
る
こ
と
で
社
会
に
大
き
な
価
値
を
も
た
ら

し
た
り
し
た
基
礎
研
究
の
事
例
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
本

章
で
取
り
上
げ
る
事
例
の
中
で
、
研
究
者
は
純
粋
な
知
的

好
奇
心
や
世
界
を
よ
り
良
く
し
た
い
と
い
う
明
確
な
ビ
ジ
ョ

ン
に
基
づ
き
、
あ
え
て
困
難
な
道
に
挑
み
、
こ
れ
ま
で
に

な
い
新
し
い
科
学
的
な
価
値
を
創
造
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
新
た
な
価
値
が
経
済
的
・
社
会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も

た
ら
し
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
は
じ
め
国
内
外
で
権
威
あ
る
賞
を

受
賞
し
た
研
究
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。
同
時
に
、
こ
の
よ

う
な
華
々
し
い
成
果
は
、
数
多
く
の
先
行
研
究
や
類
似
研

究
を
通
じ
て
研
究
者
が
互
い
に
切せ
っ

磋さ

琢た
く

磨ま

す
る
中
で
創
出

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
多
様
な
基
礎
研
究
の
支
援
が
重
要

で
あ
る
こ
と
は
言
を
ま
ち
ま
せ
ん
。

研
究
者
数
及
び
研
究
支
援
者
数

【0.24】
日本
Japan
（2017）

【0.64】
ドイツ
Garmany
（2016）

【0.54】
フランス
France
（2015）

【0.44】
英国
United
Kingdom
（2016）

【0.57】
EU-15
（2016）

【0.56】
EU-28
（2016）

【1.29】
中国
China
（2016）

【0.24】
韓国
Rep. of
Korea
（2016）

【0.87】
ロシア
Russian
Federation
（2016）

【0.87】
インド
India

（2015）
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42.9

28.3
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24.5
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250
【 】研究者一人当たりの研究支援者数  Number of research assistants per  researcher
■ 研究者 Reseachers
■ 研究支援者 Research assistants

（万人）10,000 persons

46.5％

36.5％

35.0％

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

28.4％
4.9％ 9.2％

5.0％

27.3％ 19.5％

17.5％

5.9％
5.0％
5.8％

23.7％ 19.9％
3.4％ 3.6％
2.8％

H25

H20

H14

■研究活動 ■教育活動 ■社会サービス活動（研究関連）

■社会サービス活動（教育関連） ■社会サービス活動（その他：診療活動等）

■その他の職務活動（学内事務等） 

（調査年）

資料： 科学技術・学術政策研究所「大学等教員の職務活動の変化-「大学等におけるフルタイム換
算データに関する調査」による2002年、2008年、2013年調査の3時点比較-」調査資料
-236（平成27年4月）

注1：研究者1人当たりの研究支援者数は研究者数及び研究支援者数より文部科学省で試算。
注2：各国とも人文・社会科学を含む。
注3： 研究支援者数は研究者を補助する者、研究に付随する技術的サービスを行う者及び研究事務に従

事する者で、日本は研究補助者、技能者及び研究事務その他の関係者である。
注4：ドイツの値は推計値及び暫定値である。
注5：英国の研究者数の値は推計値・暫定値であり、研究支援者数の値は過小評価されている。
注6：EUの値はOECDによる推計値である。
資料： 日本：総務省統計局「科学技術研究調査報告」、インド：UNESCO Institute for Statistics S&T 

database、その他の国：OECD「Main Science and Technology Indicators（2018/1）」を基
に文部科学省作成（科学技術要覧 平成30年版）

大学等職員の研究時間割合の推移

主要国等の研究者１人当たりの研究支援者数
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令和元年版　科学技術白書
基礎研究による知の蓄積と展開 ～我が国の研究力向上を目指して～

青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
の
実
現
に
よ
る
L
E
D
時
代
の
到
来

照
明
や
信
号
機
、
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト

な
ど
で
使
用
さ
れ
る
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド（
L
E
D
）は
、
省

エ
ネ
効
果（
一
般
電
球
の
約
1
／
8
）に
優
れ
、
長
寿
命

（
同
約
40
倍
）
で
す
。
こ
の
た
め
、「
21
世
紀
は
L
E
D

照
明
に
よ
り
照
ら
さ
れ
る
」
と
言
わ
れ
て
お
り
、
世
界

の
L
E
D
市
場
は
2
0
2
5
年
に
約
2
兆
円
ま
で
拡
大

す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
、
高
輝
度
の
白

色
L
E
D
の
実
現
に
と
っ
て
最
大
の
課
題
と
さ
れ
て
い
た

の
は
、
高
効
率
青
色
L
E
D
の
開
発
で
し
た
。
光
の
三

原
色
の
中
で
唯
一
欠
け
て
い
た
高
効
率
青
色
L
E
D
を

多
く
の
研
究
者
が
不
可
能
と
考
え
て
い
た
窒
化
ガ
リ
ウ
ム

（
G
a
N
）に
よ
り
実
現
さ
せ
、
2
0
1
4
年
に
ノ
ー
ベ
ル
物

理
学
賞
を
受
賞
し
た
の
が
、
赤
﨑
勇
氏
、
天
野
浩
氏
及
び

中
村
修
二
氏
の
3
氏
で
す
。

G
a
N
は
安
定
性
が
高
く
実
用
化
に
有
利
な
点
が
あ
る

も
の
の
、
高
品
質
な
結
晶
を
得
る
の
が
難
し
く
、
多
く
の

研
究
者
は
他
の
材
料
に
よ
る
青
色
L
E
D
の
開
発
を
目
指

し
て
い
ま
し
た
。
一
方
、
赤
﨑
氏
は
、
日
本
の
産
業
へ
の

貢
献
を
目
指
し
、
Ga
N
こ
そ
青
色
L
E
D
の
開
発
に
不

可
欠
で
あ
る
と
見
定
め
、
研
究
開
発
を
進
め
ま
し
た
。
赤

﨑
氏
の
研
究
室
で
Ga
N
の
高
品
質
結
晶
を
作
製
し
、
高

効
率
な
青
色
L
E
D
と
し
て
発
光
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し

た
の
が
、
天
野
氏
で
す
。
元
日
を
除
く
3
6
4
日
実
験
に

打
ち
込
み
、
1
年
半
で
1
，5
0
0
回
以
上
も
の
失
敗
を
重

ね
た
日
々
を
、
天
野
氏
は「
ど
う
し
た
ら
結
晶
を
作
れ
る
か

と
考
え
る
こ
と
自
体
が
楽
し
く
て
、
実
験
に
明
け
暮
れ
て

い
た
」と
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
日
亜
化
学
工
業
株

式
会
社
で
研
究
を
進
め
て
い
た
中
村
氏
は
、「
競
合
他
社
が

実
現
で
き
な
い
、
全
く
独
自
の
や
り
方
で
製
品
化
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」と
い
う
厳
し
い
ル
ー
ル
を
自
ら
に
課
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
市
販
の
巨
大
な
結
晶
作
製
装
置
を
自
ら

大
改
造
し
て
は
実
験
す
る
日
々
を
根
気
よ
く
続
け
、
青
色

L
E
D
の
製
品
化
に
成
功
し
ま
し
た
。

3
氏
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
実
現
し
た
高
輝
度
白
色

L
E
D
は
、
太
陽
電
池
で
も
十
分
な
明
る
さ
を
長
時
間
保た

も

て
る
こ
と
か
ら
、
ノ
ー
ベ
ル
財
団
も「
電
力
網
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
な
い
15
億
人
も
の
人
々
の
生
活
の
質
の
向
上
が
期
待

で
き
る
」と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち
の
日
常
を
照
ら

す
だ
け
で
な
く
、
内
視
鏡
の
光
源
や
植
物
工
場
の
照
明
な

ど
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
Ga
N
は
、
優
れ

た
物
性
を
有
す
る
た
め
、
次
世
代
の
高
速
通
信
や
電
力
制

御
の
た
め
の
デ
バ
イ
ス
な
ど
に
も
利
用
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

体
細
胞
の
初
期
化（
i
P
S
細
胞
）に
よ
る
新
た
な
再
生
医

療
実
現
の
可
能
性

あ
ら
ゆ
る
臓
器
や
組
織
を
対
象
と
し
た
再
生
医
療
の
実

現
に
は
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
細
胞
に
変
化
で
き
る
多
能
性

幹
細
胞
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
し
か
し
、
受
精

卵
由
来
の
胚
性
幹
細
胞（
E
S
細
胞
）を
用
い
る
方
法
で

は
、
作
製
段
階
で
胚
を
壊
す
と
い
う
生
命
倫
理
面
で
の
課

題
や
、
移
植
さ
れ
る
患
者
の
免
疫
に
よ
る
拒
絶
反
応
の
お

そ
れ
が
あ
る
と
い
っ
た
課
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
課
題
の

解
決
を
目
指
し
、
患
者
本
人
の
細
胞
か
ら
作
製
し
た
多
能

性
幹
細
胞
に
よ
る
再
生
医
療
実
現
の
道
を
切
り
ひ
ら
い
た

の
が
、
体
細
胞
を
初
期
化
し
て
i
P
S
細
胞
を
作
製
す
る

手
法
を
発
見
し
た
山
中
伸
弥
氏
で
す
。

も
と
も
と
整
形
外
科
医
で
あ
っ
た
山
中
氏
は
、
現
在

の
医
療
で
は
救
え
な
い
患
者
を
目
の
当
た
り
に
し
、
基

礎
研
究
を
通
じ
て
患
者
を
救
う
こ
と
を
志
し
ま
し
た
。

1
9
9
8
年
に
世
界
で
初
め
て
ヒ
ト
E
S
細
胞
が
作
製
さ

れ
、
多
能
性
幹
細
胞
を
用
い
た
再
生
医
療
実
現
に
道
が
開

1特集

青色LED約30万球使用のイルミネーション
提供：十和田市（アーツ・トワダ ウィンターイルミネーション）

線維芽細胞から樹立したヒトiPS細胞のコロニー（集合体）
提供：京都大学iPS細胞研究所
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け
た
の
と
同
時
に
倫
理
面
で
の
課
題
等
が
浮
き
彫
り
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
山
中
氏
は
こ
れ
ら
の
課

題
を
解
決
す
べ
く
、
皮
膚
細
胞
を
初
期
化
し
て
E
S
細
胞

の
よ
う
な
多
能
性
幹
細
胞
を
作
製
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
、

研
究
に
打
ち
込
み
ま
し
た
。
2
0
0
6
年
に
山
中
氏
が
発

表
し
た
、
わ
ず
か
四
つ
の
遺
伝
子
を
導
入
す
る
こ
と
で
マ
ウ

ス
の
皮
膚
細
胞
を
初
期
化
で
き
る
と
い
う
成
果
は
、
当
時

の
生
命
科
学
の
常
識
を
覆
す
画
期
的
な
も
の
で
す
。
こ
の

成
果
に
よ
り
2
0
1
2
年
に
山
中
氏
が
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・

医
学
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
す
。

我
が
国
は
2
0
0
7
年
の
ヒ
ト
i
P
S
細
胞
樹
立
の
発

表
後
、
国
を
挙
げ
て
将
来
的
な
臨
床
応
用
も
見
据
え
た
研

究
支
援
、
安
全
指
針
や
倫
理
規
定
等
の
基
準
策
定
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
2
0
1
4
年
に
世
界
初

の
臨
床
研
究
の
事
例
と
し
て
、
i
P
S
細
胞
か
ら
作
製
し

た
網
膜
の
細
胞
の
移
植
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
2
0
1
8
年

に
は
i
P
S
細
胞
由
来
の
脳
の
神
経
細
胞
の
移
植
も
実
施

さ
れ
た
ほ
か
、
心
臓
、
脊
髄
、
血
小
板
、
角
膜
な
ど
様
々

な
臓
器
や
組
織
等
を
対
象
と
し
た
臨
床
研
究
も
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
患
者
由
来
の
i
P
S
細
胞
を
用
い
た

病
態
解
明
や
創
薬
研
究
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

i
P
S
細
胞
に
よ
る
再
生
医
療
は
、
安
全
面
や
コ
ス
ト
、

そ
れ
ら
に
対
す
る
国
民
理
解
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
解
決
す
べ

き
課
題
は
多
く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
再
生
医
療
の
実
現

に
よ
る
社
会
的
、
経
済
的
価
値
は
非
常
に
大
き
く
、
1
日

も
早
い
成
果
の
還
元
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

超
伝
導
の
発
見
と
医
療
、
交
通
分
野
等
で
の
応
用

超
伝
導
と
は
、
物
質
を
冷
や
し
た
と
き
に
、
転
位
温

度
と
呼
ば
れ
る
温
度
を
下
回
る
と
電
気
抵
抗
が
急
激
に
低

下
し
、
ゼ
ロ
に
等
し
く
な
る
現
象
で
す
。
そ
の
歴
史
は
古

く
、
オ
ラ
ン
ダ
の
物
理
学
者
オ
ン
ネ
ス
氏
が
超
伝
導
を
発
見

し
た
の
は
1
9
1
1
年
で
す
。
超
伝
導
現
象
を
説
明
す
る

理
論
が
構
築
さ
れ
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
40
年
以
上
経
過
し

た
1
9
5
7
年
で
し
た
。
そ
し
て
次
の
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
が

訪
れ
た
の
は
そ
の
約
30
年
後
、
1
9
8
6
年
の
銅
酸
化
物

超
伝
導
体
の
発
見
で
す
。
こ
れ
は
、
初
め
て
金
属
以
外
の

超
伝
導
体
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
、
当
時
の
理
論
で
予
想
さ

れ
て
い
た
転
位
温
度
の
限
界
を
大
き
く
上
回
る
転
位
温
度

（
90　
K（
約-180

℃
））を
達
成
し
た
こ
と
の
2
点
に
お
い
て

画
期
的
な
成
果
で
あ
り
、
高
温
超
伝
導
研
究
を
切
り
ひ
ら

き
ま
し
た
。
2
0
0
8
年
に
は
東
京
工
業
大
学
の
細
野
秀

雄
氏
が
超
伝
導
に
向
か
な
い
と
さ
れ
る
鉄
を
主
体
と
す
る

物
質
で
高
温
超
伝
導
現
象
を
確
認
し
、
金
属
と
銅
酸
化
物

系
に
次
ぐ
新
た
な
元
素
に
よ
る
超
伝
導
物
質
を
発
見
し
ま

し
た
。

超
伝
導
の
身
近
な
応
用
例
は
、
医
療
用
M
R
I（
核
磁

気
共
鳴
画
像
法
）や
2
0
2
7
年
に
開
業
予
定
の
リ
ニ
ア
中

央
新
幹
線
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
M
R
I
は
、
生
体
に

強
く
て
均
一
な
磁
場
を
か
け
て
生
体
の
任
意
の
断
面
画
像

を
得
る
手
法
で
、
磁
場
を
発
生
さ
せ
る
た
め
に
超
伝
導
磁

石
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
で

は
、
車
体
に
搭
載
さ
れ
た「
超
電
導
磁
石
」が
ガ
イ
ド
ウ
ェ

イ
の
両
側
壁
に
設
置
さ
れ
た
電
磁
石
と
の
相
互
作
用
に
よ

り
推
進
・
浮
上
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
未
来
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
い
わ
れ
る
核
融
合
や
未
来
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
さ
れ

る
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
お
い
て
も
、
超
伝
導
が
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

超
伝
導
は
、
発
見
か
ら
応
用
ま
で
に
50
年
以
上
の
歳
月

を
要
し
、
1
0
0
年
以
上
経
過
し
た
今
日
で
さ
え
、
そ
の

全
て
を
解
明
し
た
と
は
言
え
ず
、
基
礎
研
究
が
続
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
成
果
は
今
日
の
社
会

に
大
き
な
価
値
を
も
た
ら
し
、
ま
た
将
来
の
私
た
ち
の
生

活
を
劇
的
に
変
え
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
こ

そ
が
基
礎
研
究
の
本
質
で
あ
り
、
短
期
的
な
成
果
の
有
無

に
捕
ら
わ
れ
ず
、
息
の
長
い
取
組
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

第
3
章

基
礎
研
究
を
支
え
、
進
展
さ
せ
る
技
術

基
礎
研
究
を
支
え
る
重
要
な
技
術
に
つ
い
て
事
例
を
概

観
し
、
両
者
が
車
の
両
輪
と
し
て
機
能
し
、
基
礎
研
究
が

進
展
し
て
い
る
姿
に
触
れ
ま
す
。
基
礎
研
究
に
お
け
る
仮

説
と
検
証
は
、
様
々
な
現
象
の
背
後
に
あ
る
法
則
を
発
見

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
は
真
理
の
探
究
と
い
う
言

葉
で
表
現
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
法
則
を
解
明
し
て

き
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
分
野
に
お
い
て
も
、
計
測
や
実
験

手
法
の
限
界
に
突
き
当
た
る
と
基
礎
研
究
は
進
展
し
な
く

な
り
ま
す
。
こ
の
限
界
を
突
破
す
る
重
要
な
要
素
の
一
つ

医療用MRI
提供：国立病院機構甲府病院
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基礎研究による知の蓄積と展開 ～我が国の研究力向上を目指して～

始
ま
り
は
光
学
顕
微
鏡
で
あ
り
、
そ
の
分
解
能
の
限
界
値

は
可
視
光
の
波
長
で
決
ま
り
、
約
2
0
0
nm
で
し
た
。
こ

の
限
界
を
突
破
し
た
の
は
電
子
顕
微
鏡
で
す
。
電
子
顕
微

鏡
で
は
可
視
光
の
替
わ
り
に
電
子
線
を
用
い
、
そ
の
加
速

電
圧
を
高
く
す
る
こ
と
で
分
解
能
を
0

・1
nm
に
ま
で
向
上

し
ま
し
た
。
近
年
、
電
子
顕
微
鏡
の
分
解
能
を
更
に
向
上

す
る
た
め
に
収
差
補
正
技
術
と
い
う
新
し
い
技
術
が
開
発

さ
れ
、
分
解
能
は
0
・
0
5
nm
に
ま
で
向
上
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
顕
微
鏡
の
分
解
能
は
、
電
子
顕
微
鏡
の
開

発
と
、
電
子
顕
微
鏡
に
お
け
る
収
差
補
正
技
術
と
い
う
新

し
い
技
術
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
に
2
段
階
の
非
線
形
な
発

展
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

現
在
、
基
礎
研
究
の
最
前
線
で
用
い
ら
れ
る
最
新
の
測

定
機
器
や
実
験
装
置
の
中
に
は
、
我
が
国
の
世
界
シ
ェ
ア
が

比
較
的
低
い
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
中
枢
で
用

い
ら
れ
て
い
る
先
端
の
部
品
や
デ
バ
イ
ス
に
つ
い
て
は
、
我

が
国
は
比
較
的
高
い
世
界
シ
ェ
ア
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
我
が
国
の
技
術
力
が
、
世
界
中
で
行
わ
れ
て
い
る

基
礎
研
究
の
日
々
の
進
展
に
大
い
に
貢
献
し
て
い
る
と
も

言
え
、
今
後
、
こ
の
強
み
を
生
か
し
、
最
新
の
測
定
機
器

や
実
験
装
置
に
つ
い
て
も
我
が
国
の
世
界
シ
ェ
ア
を
高
め
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
近
年
の
最
先
端
技
術
に

は
、
非
常
に
高
価
な
も
の
や
、
使
い
こ
な
す
た
め
に
は
高
い

専
門
性
を
求
め
ら
れ
る
も
の
が
多
数
存
在
し
ま
す
。
そ
の

た
め
、
今
後
、
そ
れ
ら
最
先
端
の
技
術
を
有
効
活
用
す
る

た
め
に
は
、
光
学
機
器
を
共
同
利
用
す
る
た
め
の
体
制
と

仕
組
み
作
り
や
、
技
術
者
の
確
保
と
育
成
が
重
要
と
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

新
し
い
物
理
学
の
扉
を
開
い
た
検
出
器（
光
電
子
増
倍
管
と

超
純
水
）

2
0
0
2
年（
平
成
14
年
）、
新
し
い
視
点
で
宇
宙
の

謎
に
迫
る
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
天
文
学
の
扉
を
開
い
た
功
績
に
よ

り
、
小
柴
昌
俊
・
東
京
大
学
名
誉
教
授
が
ノ
ー
ベ
ル
物
理

学
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
は
検
出
が
非
常
に

難
し
く
、
1
9
3
0
年
に
理
論
的
に
存
在
が
予
言
さ
れ
て

以
来
、
様
々
な
検
出
方
法
や
設
備
が
世
界
中
で
検
討
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
、
1
9
8
3
年（
昭
和
58
年
）に
岐

阜
県
神
岡
鉱
山
の
地
下
に
建
設
さ
れ
た「
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
」

で
す
。
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
は
も
と
も
と
陽
子
崩
壊
を
観
測
す
る

た
め
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
鉱
山
の
地
下
に
大
量
の
超

純
水
を
貯
え
、
ご
く
稀
に
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
と
相
互
作
用
し
た

際
な
ど
に
生
じ
る
微
弱
な
光（
チ
ェ
レ
ン
コ
フ
光
）を
光
電

子
増
倍
管
で
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ

の
検
出
に
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

カ
ミ
オ
カ
ン
デ
の
設
計
が
始
ま
っ
た
当
初
、
国
内
外
の

メ
ー
カ
ー
か
ら
入
手
で
き
る
光
電
子
増
倍
管
は
、
最
大
で

が
、
計
測
や
実
験
手
法
の
革
新
に
つ
な
が
る
新
し
い
技
術

で
す
。
こ
れ
ま
で
に
も
、
基
礎
研
究
に
お
け
る
多
く
の
課

題
解
決
の
た
め
に
新
し
い
技
術
が
期
待
さ
れ
、
実
際
に
基

礎
研
究
は
新
し
い
技
術
に
よ
っ
て
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
拡
大

し
、
飛
躍
的
か
つ
非
線
形
な
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

顕
微
鏡
の
分
解
能
の
歴
史
を
例
と
す
る
と
、
顕
微
鏡
の

0.05nm

0.1nm

（1nm=10-9m） 1900 1950 2000 2010 年

分解能 水素の原子半径に到達（2010）

加速電圧限界

光顕の回折限界

透過電子顕微鏡

超高
圧化

光学顕微鏡

電子顕微鏡
の黎明期

200nm

40.5pm（2017）
（300k収差補正STEM）

収差補正技術普及（2013）
（量産機への実装）

収差補正技術（～2010）
ヘンダーソンが生体分子の
高分解能構造決定法を確立

STEM技術普及
（量産機への実装）

STEM技術（1970）

デュボシェが氷包埋法確立
フランクが生体分子の3次元構造再構成法を確立

アルデンヌが走査型電子顕微鏡を発明
ルスカが透過型電子顕微鏡を発明（1986年にノーベル賞受賞）

2017年に
ノーベル賞受賞

顕微鏡の分解能の歴史

提供：JAIMA（東北大学 田中通義氏資料を基に作成）

1特集

光電子増倍管
提供：東京大学宇宙線研究所
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3
〜
5
イ
ン
チ
径
で
し
た
。
し
か
し
、
競
合
グ
ル
ー
プ
を
上

回
る
結
果
を
出
す
た
め
に
は
、
よ
り
大
き
な
光
電
子
増
倍

管
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
20

イ
ン
チ
径
の
光
電
子
増
倍
管
を
メ
ー
カ
ー
に
特
注
品
で
開

発
依
頼
を
し
ま
し
た
。
こ
の
前
代
未
聞
の
大
き
さ
の
光
電

子
増
倍
管
の
開
発
に
は
様
々
な
革
新
的
な
ア
イ
デ
ア
が
盛

り
込
ま
れ
、
依
頼
か
ら
2
年
半
余
り
で
開
発
が
完
了
し
ま

し
た
。

ま
た
、
良
好
な
測
定
精
度
を
実
現
す
る
に
は
、
貯
え
る

水
は
不
純
物
を
極
限
ま
で
除
去
し
た
超
純
水
で
あ
る
必
要

が
あ
っ
た
た
め
、
何
種
類
も
の
フ
ィ
ル
タ
ー
や
浄
水
設
備
を

新
た
に
メ
ー
カ
ー
で
開
発
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

二
つ
の
技
術
に
よ
り
、
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
検
出
に
つ
な
が
る

微
弱
な
光
を
捉
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

1
9
8
7
年（
昭
和
62
年
）
1
月
、
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
が

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
検
出
の
た
め
の
稼
働
を
開
始
し
、
そ
の
約
1

か
月
後
と
な
る
同
年
の
2
月
23
日
、
地
球
か
ら
16
万
光
年

先
の
超
新
星
1
9
8
7
A
の
爆
発
が
突
如
観
測
さ
れ
、
そ

の
際
に
発
生
し
た
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
を
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
で
検
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
と
き
に
検
出
し
た
ニ
ュ
ー

ト
リ
ノ
は
僅
か
13
秒
間
で
11
個
で
し
た
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

方
向
及
び
検
出
頻
度
か
ら
、
そ
の
発
生
源
は
1
9
8
7
A

で
あ
る
と
特
定
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
小
柴
教
授
の
定

年
退
職
の
僅
か
約
5
週
間
前
の
出
来
事
で
す
。
超
新
星
爆

発
に
伴
う
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
検
出
は
人
類
初
で
あ
り
、
こ
の

功
績
に
よ
り
小
柴
氏
は
2
0
0
2
年（
平
成
14
年
）ノ
ー
ベ

ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
、
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
天
文
学
と
い
う
新

た
な
物
理
学
の
扉
を
開
く
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

現
在
、
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
よ
り
も
大
規
模
で
高
性
能
な

「
ス
ー
パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
」が
稼
働
し
て
い
ま
す
。
光
電
子

増
倍
管
も
改
良
さ
れ
、
条
件
次
第
で
は
月
面
か
ら
照
射
し

た
懐
中
電
灯
の
光
を
も
検
出
可
能
で
す
。
ス
ー
パ
ー
カ
ミ
オ

カ
ン
デ
に
よ
り
、
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
に
質
量
が
あ
る
こ
と
を
実

験
的
に
示
す
こ
と
が
で
き
、
梶
田
隆
章
・
宇
宙
線
研
究
所

長
ら
の
2
0
1
5
年（
平
成
27
年
）の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞

受
賞
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ス
ー
パ
ー
カ
ミ
オ
カ

ン
デ
よ
り
も
大
規
模
で
高
性
能
な「
ハ
イ
パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン

デ
」の
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
南
極
の
地

下
の
膨
大
な
量
の
氷
を
用
い
た
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
検
出
装
置
で

あ
る「IceC

ube

」も
国
際
共
同
実
験
で
稼
働
中
で
あ
り
、

そ
こ
で
も
光
電
子
増
倍
管
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ス
ー

パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
と
比
較
す
る
と
、
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
衝

突
対
象
が
は
る
か
に
大
き
い
の
で
、
よ
り
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
を
検
出
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
光
電
子
増
倍
管
は
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
検
出
以
外
の

多
く
の
用
途
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
大
気
中

の
窒
素
酸
化
物
や
硫
黄
酸
化
物
の
濃
度
測
定
、
自
動
運
転

向
け
の
レ
ー
ザ
ー
レ
ー
ダ
ー（LID

A
R

）、
医
療
用
P
E
T

や
X
線
画
像
診
断
等
が
挙
げ
ら
れ
、
今
後
も
多
岐
に
わ
た

る
分
野
で
重
要
な
機
器
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

X
線
構
造
解
析
の
効
率
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
る
測
定
手
法

（
結
晶
ス
ポ
ン
ジ
法
）

分
子
構
造
を
正
確
に
知
る
こ
と
は
、
自
然
科
学
研
究
に

お
け
る
最
重
要
か
つ
不
可
欠
な
基
本
工
程
で
す
。
単
結
晶

X
線
構
造
解
析
法
は
分
子
の
3
次
元
構
造
を
直
接
情
報

と
し
て
与
え
て
く
れ
る
最
も
信
頼
性
の
高
い
手
法
で
す
が
、

こ
の
手
法
に
は「
試
料
の
結
晶
化
」と
い
う
測
定
技
術
上
の

不
可
欠
条
件
が
あ
り
ま
す
。
単
結
晶
の
作
成
は
試
行
錯
誤

の
繰
り
返
し
で
あ
り
、
X
線
結
晶
構
造
解
析
の「
1
0
0

年
問
題
」と
言
え
る
ほ
ど
の
難
題
を
研
究
者
に
与
え
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
を
解
決
す
る
画
期
的
な
測
定
手
法
が
、
東

京
大
学
の
藤
田
誠
・
東
京
大
学
卓
越
教
授
ら
に
よ
り
近
年

開
発
さ
れ
た
結
晶
ス
ポ
ン
ジ
法
で
す
。
藤
田
氏
は
結
晶
ス

ポ
ン
ジ
法
を
開
発
し
た
功
績
に
よ
り
、
2
0
1
9
年（
平
成

31
年
）の
恩
賜
賞
・
日
本
学
士
院
賞
受
賞
者
に
選
ば
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
技
術
の
誕
生
の
背
景
に
あ
る「
配
位

結
合
駆
動
の
自
己
組
織
化
物
質
創
製
」の
功
績
に
対
し
て
、

同
氏
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
前
哨
戦
と
も
言
わ
れ
る
ウ
ル
フ
賞
を

2
0
1
8
年（
平
成
30
年
）に
受
賞
し
て
い
ま
す
。

結
晶
ス
ポ
ン
ジ
法
は
、
結
晶
ス
ポ
ン
ジ
と
呼
ば
れ
る
多
孔

性
結
晶
に
溶
液
状
態
の
試
料
を
流
し
込
み
、
結
晶
を
鋳
型

と
し
て
試
料
の
周
期
配
列
を
作
り
出
す
手
法
で
あ
り
、
結

晶
化
の
工
程
を
経
る
こ
と
な
く
X
線
回
折
の
測
定
を
行
い
、

対
象
化
合
物
の
分
子
構
造
を
観
測
で
き
ま
す
。
こ
の「
あ

ら
か
じ
め
周
期
配
列
し
た
空
間
に
試
料
を
流
し
込
む
」と
い

う
原
理
に
よ
り
、
同
氏
は
X
線
構
造
解
析
の
1
0
0
年
問

題
を
解
決
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
結
晶
ス
ポ
ン
ジ
法
で
は
、

微
小
結
晶
1
粒
を
用
い
て
回
折
実
験
を
行
え
る
た
め
、
測

定
に
必
要
な
試
料
の
量
を
大
幅
に
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
特
長
は
、
自
然
界
か
ら
微
少
量
単
離
さ
れ
る
成

分
の
構
造
決
定
を
行
う
天
然
物
化
学
分
野
に
お
い
て
大
き

く
発
揮
さ
れ
、
短
期
間
で
数
10
件
を
超
え
る
天
然
化
合
物

の
構
造
決
定
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
多
数
成
分
の
混

合
物
と
の
親
和
性
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
天
然
物
単
離
構
造
決
定
の
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
の
効
率

が
飛
躍
的
に
向
上
し
ま
し
た
。

結
晶
ス
ポ
ン
ジ
法
の
登
場
に
よ
り
、
学
術
界
は
も
と
よ

り
、
製
薬
企
業
を
中
心
に
産
業
界
活
用
の
機
運
が
急
速
に

生
ま
れ
、
結
晶
ス
ポ
ン
ジ
法
発
展
研
究
の
場
を
提
供
す
る

東
京
大
学
社
会
連
携
講
座
の
設
立
や
、
文
部
科
学
省
の
関

連
事
業
へ
の
技
術
移
転
が
実
現
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
分

子
が
関
与
す
る
あ
ら
ゆ
る
自
然
科
学
研
究
の
発
展
に
大
き



9 文部科学広報　No.235　2019年 6月号

令和元年版　科学技術白書
基礎研究による知の蓄積と展開 ～我が国の研究力向上を目指して～

く
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
4
章

研
究
成
果
の
社
会
展
開
の
促
進
術

基
礎
研
究
に
よ
る
知
の
蓄
積
を
社
会
や
経
済
に
展
開
し

て
い
く
た
め
の
制
度
面
や
シ
ス
テ
ム
面
に
関
す
る
最
近
の
政

府
の
取
組
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

科
学
技
術
が
従
来
か
ら
は
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
急
速
に

進
展
し
、
革
新
的
技
術
の
登
場
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
経
済

や
社
会
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
る
中
、
基
礎
研
究
の

成
果
を
活
用
し
、
迅
速
な
社
会
実
装
に
つ
な
げ
る
機
会
を

拡
大
す
る
に
は
、
組
織
や
セ
ク
タ
ー
を
越
え
て
、
知
識
・
人

材
・
資
金
が
循
環
し
、
そ
の
各
々
が
持
つ
力
を
十
分
に
引

き
出
す
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
迅
速
な
社
会
実
装
の
実
現
に
よ
り
、

我
が
国
の
産
業
界
が
収
益
を
確
保
し
、
再
度
そ
の
利
益
の

一
部
が
我
が
国
の
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
基
盤
的
な

力
の
強
化
に
再
投
資
さ
れ
る
こ
と
で
、
自
律
的
な
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
我
が
国
で
は
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
創
出
の
活
性
化
を
通
じ
た
知
識
・
人
材
・
資
金
の
好
循

環
の
構
築
を
目
的
と
し
た
法
制
度
改
革
や
、
企
業
の
法
人

税
額
か
ら
試
験
研
究
費
の
額
に
応
じ
て
税
額
控
除
が
受
け

ら
れ
る
研
究
開
発
税
制
の
改
正
等
の
制
度
改
革
や
研
究
成

果
の
社
会
展
開
を
促
進
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
の
整
備
等
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

第
5
章

む
す
び
に
〜
な
ぜ
基
礎
研
究
の
蓄
積
と
展
開

が
重
要
な
の
か
〜

我
が
国
の
基
礎
研
究
に
つ
い
て
は
、
世
界
的
な
存
在
感

の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
一
方
、
輝
か
し
い
業
績
の
蓄
積
と

と
も
に
今
後
も
大
い
に
期
待
を
抱
か
せ
る
分
野
が
少
な
か

ら
ず
あ
り
、
政
府
の
取
組
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
我
が

国
の
研
究
力
を
、
今
後
ど
の
よ
う
に
生
か
し
、
展
開
し
て

い
く
か
、
大
き
な
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
お
り
、
科
学
技
術

の
成
果
を
社
会
に
還
元
す
る
と
と
も
に
、
課
題
先
進
国
と

し
て
の
対
応
を
世
界
に
先
が
け
て
示
し
て
い
く
に
は
ど
う

ど
う
す
べ
き
か
国
民
的
な
議
論
と
共
通
認
識
の
醸
成
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
身
近
な
科
学
技
術
の
成
果（
コ
ラ
ム
）」

に
つ
い
て

身
近
な
科
学
技
術
の
成
果
を
紹
介
す
る
コ
ラ
ム
は
本
年

度
で
3
回
目
と
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
本
年
度
に
紹
介

し
た
成
果
の
タ
イ
ト
ル
だ
け
を
紹
介
し
ま
す
。

①
人
工
知
能
が
俳
句
を
楽
し
む
？

　

〜
俳
句
の
生
成
〜

②
人
工
知
能
で
仕
事
を
効
率
化
〜
文
章
の
要
約
〜

③
人
工
知
能
で
誰
で
も
作
曲
家
に
な
れ
る
？

　

〜
メ
ロ
デ
ィ
操
作
体
験
〜

④	

人
工
知
能
・
ロ
ボ
ッ
ト
に
意
識
の
存
在
を
感
じ
た
と
き

に
私
た
ち
は
ど
う
す
る
か

⑤	

ベ
ッ
ド
の
上
に
い
な
が
ら
外
出
を
可
能
と
す
る
分
身
ロ

ボ
ッ
ト

⑥
外
出
が
楽
し
く
な
る
電
動
車
い
す

⑦
近
視
も
遠
視
も
解
決
す
る
網
膜
直
接
投
影
技
術

⑧
嫌
な
記
憶
が
楽
し
い
記
憶
に
？

　

〜
神
経
細
胞
操
作
で
体
細
胞
を
書
き
換
え
る
〜

⑨	

ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
を
守
る
ド
ー
ピ
ン
グ
検
査
の
新

た
な「
も
の
さ
し
」

⑩	

私
た
ち
の
生
活
を
守
る
イ
ン
フ
ラ
検
査
の
ハ
イ
パ
ワ
ー

レ
ー
ザ
ー
に
よ
る
自
動
化

⑪	

最
強
を
超
え
た
糸
・
ミ
ノ
ム
シ
糸
の
工
業
繊
維
材
料

化
⑫
年
輪
が
見
せ
る
過
去
と
未
来

　

〜
古
気
候
学
と
歴
史
・
考
古
学
の
融
合
〜

結晶スポンジ法の概要

提供：東京大学大学院工学系研究科

1特集
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「
平
成
31
年
版
科
学
技
術
白
書
・

表
紙
絵
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
」に
つ
い
て

文
部
科
学
省
で
は
、
国
民
の
皆
様
に
科
学
技
術
を
よ
り

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
科
学
技
術
に
つ
い
て

の
関
心
を
深
め
る
契
機
と
す
る
た
め
、「
平
成
31
年
版
科

学
技
術
白
書
・
表
紙
絵
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
」と
し
て
科

学
技
術
白
書
の
表
紙
等
の
絵
及
び
デ
ザ
イ
ン
の
公
募
を
行

い
ま
し
た
。
8
2
1
件
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
選
考
委
員

会
に
よ
る
審
査
の
結
果
、
以
下
の
と
お
り
最
優
秀
作
品
が

決
ま
り
ま
し
た
。

最
優
秀
作
品
を
は
じ
め
、
受
賞
作
品
は
令
和
元
年
版
科

学
技
術
白
書
の
表
紙
や
裏
表
紙
、
中
扉
等
に
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

最
優
秀
作
品

�

※
学
校
及
び
学
年
は
応
募
当
時
の
も
の

木
村
　
摩
尼
さ
ん

奈
良
県
平
群
町
立
平
群
南
小
学
校
2
年（
小
・
中
学
生

部
門
）

○
本
人
コ
メ
ン
ト

真
ん
中
の
プ
リ
ン
は
、
特
別
な
プ
リ
ン
で
す
。
そ
の
プ
リ

ン
を
食
べ
た
ら
、
ど
の
国
の
人
と
も
お
話
で
き
て
楽
し
い
で

す
。

○	

選
考
委
員
コ
メ
ン
ト（
所
属
・
役
職
は
選
考
委
員
会
当
時

の
も
の
）

四
本
　
充（
日
本
理
科
美
術
協
会
　
代
表
理
事
）

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
画
面
と
明
る
い
色
使
い
、
す
ば
ら
し

い
で
す
。
ア
イ
デ
ア
も
子
供
ら
し
く
夢
の
あ
る
作
品
に
な
っ

て
い
ま
す
。

古
堅
　
真
彦（
武
蔵
野
美
術
大
学
視
覚
伝
達
デ
ザ
イ
ン
学

科
　
教
授
）

絵
そ
の
も
の
に
引
き
こ
ま
れ
る
。
ま
た「
プ
リ
ン
」と
い

う
お
い
し
い
お
か
し
と
世
界
の
人
と
話
が
で
き
る
と
い
う
夢

が
楽
し
い
。

南
　
育
子（
墨
田
区
立
業
平
小
学
校
　
指
導
教
諭
）

プ
リ
ン
が
大
好
物
な
の
で
し
ょ
う
か
。
一
口
食
べ
る
こ
と

か
ら
楽
し
さ
が
広
が
っ
て
い
く
の
で
す
ね
。
描
か
れ
て
い
る

動
物
、
く
だ
も
の
が
う
れ
し
そ
う
で
す
。

元
村
　
有
希
子（
毎
日
新
聞
科
学
環
境
部
　
部
長
）

た
く
さ
ん
の
色
を
使
っ
て
楽
し
い
未
来
が
ぞ
ん
ぶ
ん
に
表

現
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な「
と
く
べ
つ
な
プ
リ
ン
」が
あ
っ

た
ら
皆
幸
せ
で
戦
争
も
な
く
な
る
ね
。

御
案
内

「
令
和
元
年
版
科
学
技
術
白
書
」

（
発
行
：
日
経
印
刷
株
式
会
社
、
定
価
：
2
0
0
0
円

（
税
込
））

※	

科
学
技
術
白
書
は
文
部
科
学
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（http://w
w
w
.m
ext.go.jp/b_m

enu/hakus
ho/htm

l/kagaku.htm

）

http://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/kagaku.htm
http://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/kagaku.htm
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新しい文部科学省の創生に向けた取組
～「文部科学省創生実行計画」の策定と実行～

文部科学省大臣官房省改革推進・コンプライアンス室

問
題
の
再
発
防
止
と「
新
生
・
文
部
科
学
省
」

を
目
指
す
取
組

�

大
臣
官
房
省
改
革
推
進
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
室

度
重
な
る
不
祥
事
を
受
け
、
組
織
の
立
て
直
し
を

図
る
た
め
の
取
組
を
開
始

平
成
29
年
1
月
に
発
生
し
た
再
就
職
規
制
違
反
等
の
問

題
は
、
文
部
科
学
省
内
部
だ
け
で
な
く
、
社
会
全
体
に
大

き
な
衝
撃
を
与
え
、
文
部
科
学
省
へ
の
国
民
の
信
用
が
損

な
わ
れ
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
問
題
を
受
け
、
文
部
科
学
省
で
は
、
法
律
や
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
専
門
家
な
ど
外
部
有
識
者
に
参
画
い
た
だ

き
、「
文
部
科
学
省
に
お
け
る
再
就
職
等
規
制
違
反
の
再

発
防
止
策
に
関
す
る
有
識
者
検
討
会
」を
設
置
し
、
平
成

29
年
7
月
、
第
三
者
に
よ
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
体
制
の

確
立（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
チ
ー
ム
の
設
置
）な
ど
直
接
的
な

再
発
防
止
策
だ
け
で
な
く
、
人
事
に
関
す
る
慣
行
や
仕
組

み
の
見
直
し
、
業
務
プ
ロ
セ
ス
等
の
改
善
な
ど
、
再
発
防

止
に
資
す
る
対
策
に
つ
い
て
も
具
体
的
な
提
言
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ま
た
、
省
内
に
お
い
て
も
、
平
成
29
年
3
月
に
は
、
副

大
臣
と
課
長
級
職
員
を
構
成
員
と
す
る「
今
後
の
文
部
科

学
省
の
在
り
方
を
考
え
る
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」を
設
置
し
、

今
後
目
指
す
べ
き
文
部
科
学
省
の
在
り
方
と
そ
の
た
め
に

必
要
な
改
革
方
策
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
平
成
29
年
7

月
に
、「
新
生
・
文
部
科
学
省
」を
目
指
す
に
当
た
っ
て
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
も
の
と
し
て
、
政
策
立
案
機
能
の
強

化
や
広
報
機
能
の
強
化
な
ど
10
の
戦
略
を
示
し
た
報
告
を

取
り
ま
と
め
、
公
表
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
を
受
け
、
再
発
防
止
や
組
織

改
革
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
た
さ
な
か
の
平
成
30
年

7
月
に
、
局
長
級
職
員
2
名
が
立
て
続
け
に
逮
捕
・
起
訴

さ
れ
る
と
い
う
事
案
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
前
代
未
聞
の
事
件
で
あ
り
、
文
部
科
学
省
に

対
す
る
国
民
の
信
頼
は
失
墜
し
、
そ
れ
ま
で
省
の
中
で
進

め
て
い
た
組
織
改
革
の
取
組
も
道
半
ば
で
見
直
し
を
迫
ら

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

有
志
職
員
に
よ
る
改
革
方
策
の
検
討

約
1
7
0
名
の
有
志
職
員
が
議
論
に
参
加

こ
の
事
件
を
契
機
と
し
て
、
若
手
・
中
堅
を
中
心
と
す

る
職
員
の
自
発
的
な
意
思
に
よ
る
省
改
革
の
検
討
が
始
ま

り
ま
し
た
。

省
内
で
行
っ
た
公
募
に
手
を
挙
げ
た
1
7
3
名
の
職
員

に
よ
り
、
平
成
30
年
8
月
に「
文
部
科
学
省
未
来
検
討
タ

ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」を
設
置
し
、
今
後
の
文
部
科
学
省
の
目
指

す
べ
き
姿
や
課
題
に
つ
い
て
何
度
も
議
論
を
行
っ
た
結
果
、

平
成
30
年
12
月
に
は
、
省
改
革
に
向
け
た
報
告
を
取
り
ま

と
め
ま
し
た
。

報
告
の
中
で
は
、

・	

文
部
科
学
省
職
員
の
在
り
方（
行
動
指
針
）、
省
と
し
て

の
ビ
ジ
ョ
ン
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト（
基
本
方
針
）

の
策
定

・	

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
や
省
改
革
を
担
う
恒
常
的
な
専
属
組

織
の
設
置

文部科学省は、ここ数年にわたって起きた一連の不祥事を真摯に受け止め、失われた国民の信頼を取
り戻し、職員が公正に職務を行うため、また、教育や科学技術・学術、スポーツ、文化といった重要な
行政課題について、これまで以上に国民目線の行政を行うため、新しい文部科学省の創生を目指し、組
織改革のための計画を定め、その実行に向けて様々な取組を進めています。

2特集
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・	

職
階
に
応
じ
て
求
め
ら
れ
る
能
力（
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
）の

明
確
化
、
多
面
観
察（
3
6
0
度
評
価
）の
実
施

・	
公
募
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
創
設
、
政
策
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
の
実
施

・	

事
務
次
官
を
責
任
者
と
し
た
業
務
改
善
体
制
の
確
立
、

省
幹
部
に
よ
る
取
組
目
標
の
宣
言

な
ど
様
々
な
改
革
方
策
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
文
部
科
学
省
の「
創
生
」に
向
け

取
組
の
実
行
計
画
を
策
定

大
臣
を
本
部
長
と
す
る
会
議
で
外
部
有
識
者
も

議
論
に
加
わ
り
改
革
方
策
を
検
討

こ
の「
文
部
科
学
省
未
来
検
討
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」の
議

論
と
並
行
し
て
、
平
成
30
年
10
月
に
は
、
大
臣
を
本
部
長

と
し
て
、
有
識
者
や
局
長
級
職
員
で
構
成
す
る「
文
部
科

学
省
創
生
実
行
本
部
」を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の「
文
部
科
学
省
創
生
実
行
本
部
」で
は
、
有
識
者

か
ら
成
る「
文
部
科
学
省
幹
部
職
員
の
事
案
に
関
す
る
調

査
・
検
証
チ
ー
ム
」の
調
査
報
告（
平
成
30
年
10
月
）の
内

容
も
踏
ま
え
、
度
重
な
る
不
祥
事
の
原
因
や
背
景
を
組
織

文
化
の
問
題
に
ま
で
遡
っ
て
分
析
を
行
い
、
一
刻
も
早
く

国
民
の
信
頼
を
回
復
し
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
問
題
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
文
部
科
学
省
を
新
し

く
創
生
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
そ
の
創

生
の
在
り
方
や
実
行
方
策
に
つ
い
て
検
討
し
、
平
成
31
年

3
月
29
日
に「
文
部
科
学
省
創
生
実
行
計
画
」（
以
下
、「
計

画
」と
い
う
。）を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
に
は
、「
文
部
科
学
省
未
来
検
討
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
」に
お
け
る
議
論
や
提
言
も
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

変
革
す
べ
き
組
織
風
土
と
今
後
の
方
向
性
を
明
示

こ
の「
計
画
」で
は
、
一
連
の
不
祥
事
の
背
景
に
は
、
当

該
職
員
に
帰
す
る
問
題
は
も
と
よ
り
、
不
祥
事
を
未
然
に

防
げ
な
か
っ
た
組
織
文
化
や
体
制
に
根
ざ
す
部
分
も
大
き

い
と
分
析
し
、
変
革
す
べ
き
組
織
風
土
を
明
示
し
た
上
で
、

そ
の
弊
害
を
断
ち
切
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
方
向
性
を
示

し
ま
し
た
。

（
1
）法
令
遵
守
の
精
神
、
社
会
的
影
響
力
の
自
覚
の
欠
如

→
方
向
性
：
公
益
の
追
求
、
法
令
遵
守
、
当
事
者
意
識

（
2
）健
全
な
政
策
形
成
・
実
行
を
阻
害
す
る
内
向
き
の
思

考
様
式

→
方
向
性
：
現
場
主
義
、
ス
ピ
ー
ド
感
、
不
断
の
内
省
と

自
己
研け
ん

鑽さ
ん

、
風
通
し
の
良
さ

（
3
）硬
直
的
な
人
事
慣
行
や
組
織
体
制
、
縦
割
り
意
識

→
方
向
性
：
意
欲
・
能
力
本
位
、
一
体
性
の
確
保

報告の主なポイント

《文部科学省の抱える課題》

●国・公を担う志や使命感に基づく不断の内省と自己研鑽
さん

の不足、責任感・当事者意識の欠如
●健全な議論をせずに内外の権威ある者に対して必要以上に気配りする組織風土
●硬直化した人事慣行や組織体制、縦割り意識等による省としての統一感の欠如

《優先的に取り組むべき改革の方向性（提案）》

◆文部科学省職員の在り方、ビジョン＆ミッションステートメント（基本方針）の策定
◆コンプライアンス・省改革専属組織の設置
◆目標（コンピテンシー）・育成・成長（人事配置）・評価（人事評価等）の一体化で取り組む省内人材育成

ビジョン＆ミッション
ステートメント（基本方針）

文部科学省職員の在り方
基本方針の共有

組織体制・風土改革
業務遂行の
在り方の見直し

人事交流拡大、
多様なキャリア

人事改革

人材育成の基本的な
考え方

職階別の
コンピテンシー明確化

360度評価
（多面観察）

倫理法令行動例の整理
ロールプレイ研修

推進組織の構築
事務次官による

「文部科学省改善改革宣言（仮称）」
ペーパーレス化の推進、

モデル課室

コンプライアンス遵守・
省改革を担う専属組織
コミュニケーションを
増やす仕組み

公募型プロジェクト
チーム制度

政策コンペティション

採用区分・年齢・年次に
とらわれない人事配置

〈課題意識〉

〈改革案〉
個々の強みが生きる組織

職員の遵法意識の向上

省内の人材育成・自己成長

身内意識の組織
風土・文化

分断（職種・採用区分・年代等） 
からの脱却

硬直化した人事慣行・
組織体制

基本的な考え方の
共有

業務遂行の在り方の
見直し

改革案の全体像



13 文部科学広報　No.235　2019年 6月号

新しい文部科学省の創生に向けた取組
～「文部科学省創生実行計画」の策定と実行～2特集

（
4
）幹
部
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
実
効
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
体

制
の
不
備

→
方
向
性
：
幹
部
の
意
識
改
革
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化

文
部
科
学
省
の
基
本
方
針
と
行
動
指
針
を
策
定

組
織
を
改
革
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
全
職
員
が
共
通
の

目
標
を
共
有
し
、
自
分
事
と
し
て
受
け
止
め
る
こ
と
、
そ

し
て
各
職
員
が
日
頃
か
ら
能
力
を
高
め
発
揮
で
き
る
環
境

を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
共
通
の
目
標
に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学
省
設
置
法

に
規
定
さ
れ
て
い
る
文
部
科
学
省
の
任
務
の
ほ
か
、
教
育

基
本
法
、
科
学
技
術
基
本
法
、
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
、
文
化

芸
術
基
本
法
等
に
定
め
ら
れ
て
い
る
目
的
・
理
念
に
つ
い
て

も
確
実
に
実
現
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
端

的
に
表
し
た
文
部
科
学
省
の
在
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
、「
計

画
」で
は「
基
本
方
針
」と
し
て
次
の
よ
う
に
示
し
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
は
、
人
と
知
の
力
を
通
じ
た

豊
か
な
未
来
の
創
出
に
貢
献
す
る

そ
し
て
、
こ
の
方
針
を
実
現
す
る
た
め
、
改
革
の
方
向

性
を
踏
ま
え
た
全
職
員
の「
行
動
指
針
」を
次
の
と
お
り
整

理
し
ま
し
た
。

こ
の
指
針
は
、
職
位
ご
と
に
求
め
ら
れ
る
能
力（
コ
ン
ピ

テ
ン
シ
ー
）、
今
後
整
理
す
る
予
定
の
人
材
育
成
の
基
本
的

な
考
え
方
、
各
種
研
修
の
企
画
立
案
等
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
そ
の
実
質
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

改
革
の
た
め
の
具
体
的
な
取
組

こ
の
基
本
方
針
と
行
動
指
針
の
内
容
が
達
成
さ
れ
る
よ

う
に
す
る
た
め
、「
計
画
」で
は
次
の
46
の
具
体
的
な
取
組

を
示
し
ま
し
た
。
平
成
31
年
4
月
か
ら
、
こ
れ
ら
を
工
程

表
に
沿
っ
て
着
実
に
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（1）
組
織
風
土
改
革
及
び
組
織
体
制
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強

化
に
向
け
た
具
体
的
取
組

○
不
祥
事
を
防
止
す
る
内
部
統
制
環
境
の
整
備

1
．事
務
次
官
の
下
に
、
法
令
遵
守
を
含
め
、
各
課
が
実

施
す
る
職
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
係
る
取
組
を
総
括
し

て
総
合
的
に
推
進
す
る
専
属
組
織（
省
改
革
推
進
・
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
室
）を
設
置

2
．コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
係
る
研
修
は
、
各
担
当
課
が
、

省
改
革
推
進
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
室
と
連
携
し
て
企
画
・

実
施
。
再
就
職
等
規
制
に
つ
い
て
は
、
省
改
革
推
進
・
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
室
に
お
い
て
企
画
・
実
施

3
．第
三
者
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
や
相
談
体
制
を
整
備
す
る
た

め
、
外
部
の
有
識
者
か
ら
な
る「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
チ
ー

ム
」を
設
置

4
．コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
係
る
相
談
や
違
反
が
疑
わ
れ
る

事
案
の
通
報
を
受
け
る「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
窓
口
」を
設

置
。
各
部
局
に「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
相
談
員（
仮
称
）」を

配
置
。
相
談
・
通
報
者
の
保
護
を
徹
底

5
．公
文
書
監
理
官
を
先
頭
に
文
書
管
理
の
状
況
を
常
に

チ
ェ
ッ
ク
す
る
体
制
を
構
築
。
省
内
の
文
書
管
理
、
情
報

管
理
を
徹
底

6
．第
三
者
に
よ
る
調
査
が
必
要
な
緊
急
事
態
が
発
生
し

文部科学省職員の行動指針

一．国民全体へ奉仕する

一．全体の奉仕者であることを自覚し，公正を貫く

二．未来志向の行政官になる

三．説明責任を果たす

二．対話・協働により，人の力を高め生かす

一．内向き思考から脱却する

二．誠意と熱意を持ち，現場主義の政策を立案・実行する

三．変化を見据え自ら学び続ける

一．自分自身を日々客観的に分析し，自己研鑽する

二．客観的根拠に基づき筋を通す

三．建設的な議論を行い，組織一丸となって行動する

一．一．
自らが社会に与える影響の大きさを自覚し，行政のプロとしての強い自信・誇

り・意思を持ち，常に国民・社会の目を意識し襟を正して法令遵守の精神に基づ
き，国全体の視点に立って公正かつ謙虚に日々の仕事に当たる。
一．二．

過去の経緯や既存の仕組みの本質を理解し，中長期的な視野で未来社会を見据
え，現在必要な政策を検討し，立案・実行する。
一．三．

いかなる政策も社会に認知・理解されなければならないとの認識の下，国民全
体への説明責任を果たす。
二．一．

常に日本・世界の動向にアンテナを張り，国内外を問わず，行政・民間等の関
係者や所掌分野外の者との幅広い交流を通じ，大局的・先進的な視点を持つ。
二．二．

様々な人，価値観，地域や文化等があることを尊重し，誠意と熱意を持ち，現
場の実情を掴むとともに，連携・協働しながら適切に政策を立案・実行する。
三．一．

周りにある「当たり前」を謙虚に問い直すとともに，幅広い教養と職務に必要
な知識・技能を身に付けるよう，生涯学習を実践し，自己研鑽を積み重ねる。
三．二．

不都合な事実こそ直視し，真摯に受け止め改善の契機とする。客観的根拠等に
基づき課題や原因を分析し，問題を解決する。
三．三．

上司・部下間や部局間，外部との関係において，お互いの考えに耳を傾け，遠
慮せず議論することを尊重し，意思決定された政策の実現に向け組織一丸となっ
て行動する。
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た
場
合
、
省
改
革
推
進
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
室
は
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
チ
ー
ム
の
指
導
を
受
け
、
調
査
・
検
証
体
制

に
つ
い
て
検
討
し
迅
速
に
対
応

○
幹
部
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立

7
．幹
部（
審
議
官
級
以
上
）の
業
務
運
営
上
の
方
針
を
策

定
・
周
知
。
そ
の
達
成
度
は
多
面
観
察（
3
6
0
度
評
価
）

へ
活
用
。
課
室
長
級
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
取
組
を
促
進

8
．日
常
的
に
基
本
方
針
や
行
動
指
針
、
業
務
運
営
上
の

方
針
を
踏
ま
え
た
振
り
返
り
の
機
会
を
設
け
、
業
務
遂
行

に
際
し
て
具
体
化

○
自
由
闊か
っ

達た
つ

な
組
織
文
化
の
確
立

9
．省
幹
部
と
の
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
若
手
職
員
等
と

の
意
見
交
換
の
場
を
設
定

10　
．斜
め
の
関
係
で
あ
る
メ
ン
タ
ー
制
度
を
積
極
的
に
活
用

（2）
文
部
科
学
省
を
担
う
人
材
の
強
化（
人
材
育
成
・
採

用
・
配
置
等
の
改
革
）に
向
け
た
具
体
的
取
組

○
文
部
科
学
省
に
お
け
る
人
事
の
改
革

11
．採
用
区
分
や
年
次
・
年
齢
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
資
質
・

能
力
・
適
性
に
応
じ
た
人
事
配
置
の
徹
底
を
目
指
す
。

12
．管
理
職
を
対
象
と
す
る
多
面
観
察（
3
6
0
度
評
価
）

を
本
格
的
に
導
入

13
．若
い
う
ち
か
ら
各
分
野（
教
育
、
科
学
技
術
・
学
術
、

ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
）や
各
種
業
務（
法
令
・
予
算
・
企
画
等
）

を
バ
ラ
ン
ス
良
く
経
験
。
で
き
る
だ
け
学
校
、
研
究
所
、

文
化
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
場
等
に
お
い
て
実
践
的
経
験

を
積
め
る
よ
う
に
す
る
。

14
．国
立
大
学
法
人
・
独
立
行
政
法
人
、
教
育
委
員
会
に

加
え
、
民
間
企
業
、
地
方
公
共
団
体
首
長
部
局
、
他
省
庁
、

国
際
機
関
等
と
の
人
事
交
流
を
推
進

15
．学
位
や
資
格
の
取
得
を
奨
励
し
、
意
欲
と
専
門
的
知

識
の
あ
る
者
を
適
材
適
所
の
観
点
か
ら
積
極
的
に
登
用

○
国
立
大
学
法
人
と
の
人
事
交
流
の
改
革

16
．国
立
大
学
法
人
へ
の
理
事
出
向
に
つ
い
て
は
、
大
学
の

自
律
性
等
の
観
点
か
ら
再
構
築
。
各
学
長
の
意
向
や
こ
れ

ま
で
の
経
緯
も
踏
ま
え
つ
つ
理
事
出
向
の
在
り
方
を
見
直

し
、
2
0
1
9
年
4
月
に
交
代
と
な
る
大
学
の
理
事
出
向

に
つ
い
て
は
半
減
を
目
指
す
。

17
．国
立
大
学
法
人
か
ら
理
事
出
向
の
要
請
が
あ
っ
た
場

合
、
2
0
2
0
年
4
月
以
降
は
、
学
外
理
事
が
法
定
数
確

保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
対
応

18
．国
立
大
学
法
人
職
員（
部
課
長
級
）へ
の
出
向
に
つ
い

て
は
、
各
学
長
の
人
事
戦
略
や
各
国
立
大
学
法
人
が
抱
え

る
課
題
の
状
況
も
踏
ま
え
、
引
き
続
き
適
切
に
実
施

19
．国
立
大
学
法
人
と
の
人
事
交
流
に
当
た
っ
て
は
、
文

部
科
学
省
職
員
の
学
位
・
資
格
等
の
専
門
性
を
活
用
。
若

手
・
中
堅
を
中
心
と
し
た
人
事
交
流
に
つ
い
て
も
積
極
的

に
推
進

20
．文
部
科
学
省
と
国
立
大
学
法
人
と
の
人
事
交
流
を
行

う
に
当
た
っ
て
は
、
運
営
費
交
付
金
に
つ
い
て
の
公
正
性
・

透
明
性
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
有
効
な
形
で
牽け
ん
せ
い制

が
機
能

す
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入

21
．国
立
大
学
法
人
へ
の
運
営
費
交
付
金
を
担
当
す
る
職

員
に
つ
い
て
は
、
透
明
性
の
確
保
の
観
点
か
ら
、
国
立
大

学
法
人
と
の
直
接
の
人
事
交
流
を
原
則
と
し
て
行
わ
な
い
。

○「
人
材
育
成
の
基
本
的
な
考
え
方（
仮
称
）」の
策
定

22
．総
合
的
・
戦
略
的
な
人
事
配
置
、
長
期
的
視
点
も
踏

ま
え
た
職
員
の
能
力
向
上
等
の
計
画
的
な
人
材
育
成
を
推

進
す
る
た
め
、
採
用
、
人
事
配
置
、
交
流
人
事
、
人
材
育

成
等
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
を
示
し
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス

を
明
確
化

23
．「
人
材
育
成
の
基
本
的
な
考
え
方（
仮
称
）」を
踏
ま
え

た
研
修
等
の
方
針
・
計
画
の
作
成
及
び
職
員
の
主
体
的
な

学
び
の
た
め
の
環
境
整
備

○
職
位
ご
と
に
求
め
ら
れ
る
能
力（
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
）の

策
定
・
運
用

24
．コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
策
定
し
、
多
面
観
察（
3
6
0
度

評
価
）や
人
事
評
価
と
連
携
。
研
修
へ
活
用

○
国
家
公
務
員
倫
理
規
程
の
遵
守
・
徹
底
の
た
め
の
取
組

の
充
実

25
．国
家
公
務
員
倫
理
規
程
に
関
す
る
研
修
を
充
実
。
主

に
幹
部
を
対
象
と
し
た
実
践
的
、
少
人
数
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催

○
国
家
公
務
員
と
し
て
の
基
礎
能
力
、
政
策
立
案
能
力
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
向
上
を
目
指
し
た
研
修
の
充
実

26
．国
家
公
務
員
と
し
て
の
基
礎
能
力
・
基
本
動
作
を
身
に

付
け
る
研
修
を
充
実
。
政
策
立
案
能
力
や
管
理
職
と
し
て

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
向
上
に
資
す
る
研
修
を
拡
充

27
．○
メ
ン
タ
ー
制
度
、
人
事
評
価（
期
首
面
談
、
期
末
面

談
等
）の
積
極
活
用

（3）
現
場
に
根
差
し
た
政
策
立
案
機
能
の
強
化
に
向
け

た
具
体
的
取
組

○
若
手
の
う
ち
か
ら
の
多
様
な
業
務
の
バ
ラ
ン
ス
良
い
経
験

28
．職
種
や
採
用
区
分
に
と
ら
わ
れ
ず
、
若
手
の
う
ち
か
ら

多
様
な
業
務（
法
令
・
予
算
・
企
画
等
）を
バ
ラ
ン
ス
良
く

経
験

○「
提
案
型
政
策
形
成（
仮
称
）」の
導
入

29
．所
掌
に
と
ら
わ
れ
ず
、
実
現
す
べ
き
と
考
え
る
政
策
を

年
1
回
職
員
か
ら
募
集
。
優
先
的
に
実
施
す
べ
き
と
認
め

ら
れ
た
政
策
に
つ
い
て
は
、
更
な
る
具
体
化
を
検
討



15 文部科学広報　No.235　2019年 6月号

新しい文部科学省の創生に向けた取組
～「文部科学省創生実行計画」の策定と実行～2特集

○「
省
内
公
募
ポ
ス
ト
」の
導
入

30
．広
く
適
任
者
を
募
る
こ
と
が
適
当
と
考
え
ら
れ
る
ポ
ス

ト
を
設
定
し
、
省
内
公
募

○
省
内
公
募
人
員
の
参
画
に
よ
る
業
務
の
改
善

31
．働
き
方
改
革
や
広
報
、
E
B
P
M
等
の
推
進
に
参
画

す
る
人
員
を
省
内
公
募

○
政
策
の
企
画
・
立
案
及
び
実
施
の
各
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る

現
場
と
の
政
策
対
話
の
促
進

32
．現
場
と
の
政
策
対
話
や
政
策
立
案
教
養
研
修
の
拡
充

33
．各
課
長
が
率
先
し
て
現
場
や
専
門
家
へ
の
訪
問
・
意
見

交
換
を
実
施
。
課
員
の
同
様
の
取
組
を
奨
励

○
政
策
立
案
・
実
行
機
能
強
化
の
た
め
の
環
境
整
備

34
．E
B
P
M
の
推
進
。
国
立
教
育
政
策
研
究
所
、
科
学

技
術
・
学
術
政
策
研
究
所
と
の
連
携
強
化

（4）
広
報
機
能
の
強
化
に
向
け
た
具
体
的
取
組

○
組
織
的
な
広
報
活
動
に
向
け
た
省
内
体
制
の
整
備

35
．全
省
的
な
広
報
体
制
の
構
築

36
．省
内
公
募
も
活
用
し
た
広
報
推
進
チ
ー
ム
の
設
置

○
国
民
の
理
解
に
つ
な
が
る
広
報
の
拡
充

37
．丁
寧
か
つ
分
か
り
や
す
い
公
表
資
料
の
作
成
、
広
報
大

使
の
活
用
等
の
広
報
内
容
や
手
法
の
工
夫
改
善

38
．文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、
S
N
S
等
に
よ
る
情

報
発
信
の
充
実

39
．日
々
の
業
務
に
お
い
て
対
外
的
発
信
の
心
掛
け
を
徹

底○
職
員
の
広
報
意
識
と
ス
キ
ル
の
向
上

40
．省
内
広
報
活
動
に
つ
い
て
の
顕
彰
の
充
実

41
．若
手
を
対
象
と
し
た
報
道
や
広
報
に
関
す
る
研
修
を

充
実

42
．職
員
が
広
報
の
専
門
的
知
識
を
有
す
る
専
門
家
に
相

談
で
き
る
機
会
を
拡
充

（5）
業
務
改
善
の
徹
底
に
向
け
た
具
体
的
取
組

○
業
務
改
善
の
推
進
体
制
の
整
備
と
取
組
の
徹
底

43
．事
務
次
官
を
議
長
と
す
る「
業
務
改
善
実
行
会
議（
仮

称
）」を
創
設
し
、
大
臣
官
房
に
お
い
て
そ
の
事
務
局
を
担

う
。

44
．省
全
体
の
業
務
改
善
改
革
計
画
の
策
定
及
び
計
画
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
、
好
事
例
の
共
有
や
外
部
へ
の
発
信

45
．部
局
ご
と
に
、
順
次
、
公
募
等
の
方
法
に
よ
り「
業
務

改
善
推
進
員（
仮
称
）」を
選
任
し
、
局
長
等
が
指
名
す
る

者
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
業
務
改
善
グ
ル
ー
プ
を
設
置
。
改

善
方
策
の
提
案
、
実
践
、
推
進
及
び
効
果
の
検
証
を
実
施

46
．「
業
務
改
善
実
行
会
議（
仮
称
）」の
下
、
部
局
横
断

的
な
業
務
改
善
課
題
に
取
り
組
む
た
め
の
チ
ー
ム
を
設
置

（
省
改
革
推
進
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
室
員
に
加
え
、
各
部

局
の
業
務
改
善
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
等
の
う
ち
か
ら
希
望

等
を
踏
ま
え
て
選
任
）

文部科学省創生実行計画 概要
1.経緯  平成31年3月29日 文部科学大臣決定

一連の不祥事を受け、「文部科学省幹部職員の事案等に関する調査・検証チーム」の調査報告（平成30年10月等）、
「文部科学省未来検討タスクフォース」の提言（平成30年12月）等を真摯に受け止め、「文部科学省創生実行本部」
（平成30年10月30日設置）において全省的に更なる検討を加え、本実行計画を取りまとめ。
（参考）文部科学省創生実行本部 構成員
大臣〈本部長〉、樫谷隆夫氏、菊地敦子氏、城山英明氏、冨山和彦氏、牧野光朗氏、山田秀雄氏、事務次官、文部科学審
議官、大臣官房長、大臣官房総括審議官

2.変革すべき組織風土と今後の方向性
〈変革すべき組織風土〉 〈今後の方向性〉

（1）法令遵守の精神、社会的影響力の自覚の欠如
（2）健全な政策形成・実行を阻害する内向きの思考様式
（3）硬直的な人事慣行や組織体制、縦割り意識
（4） 幹部のリーダーシップ、実効的なガバナンス体制の

不備

公益の追求、法令遵守、当事者意識
現場主義、スピード感、不断の内省と自己研鑽、風通しの良さ
意欲・能力本位、一体性の確保
幹部の意識改革、ガバナンス強化

3.文部科学省創生の在り方（基本方針と行動指針）

【基本方針】 【行動指針（抄）】
文部科学省は
人と知の力を通じた
豊かな未来の創出に貢献する

一.国民全体へ奉仕する
二.対話・協働により、人の力を高め生かす
三.変化を見据え自ら学び続ける

4.創生に向けた主な具体的取組
（1）組織風土改革及び組織体制・ガバナンスの強化

○不祥事を防止する内部統制環境の整備
　・コンプライアンス推進の専属組織（省改革推進・コンプライアンス室）の設置
　・外部有識者からなるコンプライアンスチームの設置
○幹部のリーダーシップの確立
　・幹部自身の業務運営上の方針の策定・周知
○自由闊達な組織文化の確立 等

（2）文部科学省を担う人材の強化（人材育成・採用・配置等の改革）
○文部科学省における人事の改革
○国立大学法人との人事交流の改革
○「人材育成の基本的な考え方（仮称）」の策定
○職位ごとに求められる能力（コンピテンシー）の策定・運用
○国家公務員倫理規程の遵守・徹底のための取組の充実
○ 国家公務員としての基礎能力、政策立案能力、マネジメント能力の向上を目指した研修の充実 等

（3）現場に根差した政策立案機能の強化
○若手のうちからの多様な業務（法令・予算・企画等）のバランス良い経験
○「提案型政策形成（仮称）」の導入
○「省内公募ポスト」の導入
○省内公募人員の参画による業務の改善
○政策の企画・立案及び実施の各プロセスにおける現場との政策対話の促進 等

（4）広報機能の強化
○組織的な広報活動に向けた省内体制の整備
○国民の理解につながる広報の拡充
○職員の広報意識とスキルの向上 等

（5）業務改善の徹底
○業務改善の推進体制の整備と取組の徹底
　・事務次官を議長とする「業務改善実行会議（仮称）」の創設 等

5.取組の実行性の確保
○ 大臣を本部長、省内幹部等を構成員とする「文部科学省改革実行本部」を新たに設置し、アウトプット（結果）だけで

はなくアウトカム（成果）に基づく取組効果の検証を行い、必要に応じ、取組の支援や追加的な取組について検討を
行う等、不断の改革を継続的かつ着実に推進。

○ 新たに設置する省改革推進・コンプライアンス室において、事務次官直属の下で、文部科学省改革実行本部の事務局
を担うとともに、省改革全体を俯瞰する立場から関係課の取組に対し報告・指示したり、計画実行の推進方策や更な
る改革方針について文部科学省改革実行本部に提案。
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計
画
の
実
行
へ

取
組
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
の
仕
組
み
と
し
て

「
文
部
科
学
省
改
革
実
行
本
部
」と「
省
改
革
推
進
・

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
室
」を
設
置

「
計
画
」を
策
定
し
て
も
、
絵
に
描
い
た
餅
で
終
わ
ら
せ

て
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
着
実
に
実
行
し
、
P
D
C
A

を
恒
常
的
に
展
開
し
て
い
く
た
め
、
平
成
31
年
4
月
1
日

に
、
文
部
科
学
大
臣
を
本
部
長
、
省
内
の
幹
部
職
員
等
を

構
成
員
と
す
る「
文
部
科
学
省
改
革
実
行
本
部
」を
新
た

に
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
本
部
に
お
い
て
、「
計
画
」の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

各
部
局
等
か
ら
報
告
を
受
け
な
が
ら
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト（
結

果
）だ
け
で
は
な
く
ア
ウ
ト
カ
ム（
成
果
）に
基
づ
く
取
組

効
果
を
検
証
し
、
必
要
に
応
じ
て
、
取
組
の
支
援
や
追
加

的
な
取
組
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
な
ど
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

を
行
い
、
不
断
の
改
革
を
継
続
的
か
つ
着
実
に
推
進
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
日
に
、
省
の
改
革
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
担

う
次
官
直
下
の
専
属
組
織
と
し
て
、
ま
た
、「
文
部
科
学

省
改
革
実
行
本
部
」の
事
務
局
と
し
て
、「
省
改
革
推
進
・

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
室
」も
設
置
し
ま
し
た
。【
取
組
の
1
】

こ
の「
省
改
革
推
進
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
室
」に
お
い

て
、
同
本
部
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
省
改
革
全
体
を
俯ふ

瞰か
ん

す
る
立
場
か
ら
関
係
課
の
取
組
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
、

必
要
に
応
じ
て
指
示
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

計
画
実
行
の
推
進
方
策
や
更
な
る
改
革
方
針
に
つ
い
て
、

同
本
部
に
提
案
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

「
計
画
」に
基
づ
く
取
組
の
進
捗
状
況
の
確
認

同
年
4
月
17
日
、「
文
部
科
学
省
改
革
実
行
本
部
」の

第
1
回
会
合
を
開
催
し
、
4
月
以
降
の
取
組
の
進
捗
状
況

を
大
臣
・
副
大
臣
・
大
臣
政
務
官
と
幹
部
に
報
告
し
ま
し

た
。（1）

組
織
風
土
改
革
及
び
組
織
体
制
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

強
化

4
月
1
日
に
、
弁
護
士
等
の
第
三
者
に
よ
り
構
成
さ
れ

る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
チ
ー
ム
を
設
置
し
ま
し
た
。
5
月
17

日
に
は
第
1
回
会
合
を
開
催
し
、
内
部
公
益
通
報
制
度
の

活
用
や
職
員
の
意
識
を
高
め
る
た
め
の
方
策
な
ど
、
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
確
保
の
た
め
の
取
組
に
つ
い
て
議
論
を
行
い
ま

し
た
。【
取
組
の
3
】

ま
た
、
内
部
公
益
通
報
の
規
程
を
整
備
し
、
省
内
窓
口

を
省
改
革
推
進
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
室
に
設
置
す
る
と
と

も
に
、
通
報
者
保
護
を
図
り
つ
つ
、
同
室
が
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
チ
ー
ム
の
指
導
・
助
言
を
受
け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
男
女
各
2
名
の
若
手
弁
護
士
に
職
員
が
相
談
で

き
る
体
制
を
5
月
に
整
備
し
ま
し
た
。
身
近
な
職
員
か
ら

の
相
談
に
乗
る「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
等
相
談
員
」に
つ
い
て

は
、
5
月
に
規
程
を
整
備
し
、
各
局
課
に
配
置
す
る
相
談

員
を
選
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。【
取
組
の
4
】

文
書
管
理
に
つ
い
て
は
、
4
月
1
日
に
公
文
書
監
理
官

を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
公
文
書
管
理
に
係
る
内
部
通
報

窓
口
を
新
た
に
設
置
し
ま
し
た
。【
取
組
の
5
】

幹
部
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立
の
た
め
の
業
務
運
営
上

の
方
針
に
つ
い
て
は
、
次
官
以
下
課
室
長
級
以
上
の
職
員

が
6
月
下
旬
ま
で
に
方
針
の
策
定
・
周
知
を
行
い
ま
し
た
。

【
取
組
の
7
】

基
本
方
針
、
行
動
指
針
に
つ
い
て
は
、
職
員
が
常
に
携

帯
で
き
る
よ
う
に
、
名
刺
の
裏
に
印
刷
で
き
る
よ
う
な
テ
ン

プ
レ
ー
ト
の
作
成
を
検
討
し
て
い
ま
す
。【
取
組
の
8
】

こ
の
ほ
か
、
自
由
闊
達
な
組
織
文
化
を
醸
成
す
る
た
め
、

次
官
等
の
幹
部
と
若
手
職
員
と
の
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

4
月
か
ら
6
月
の
間
に
9
回
開
催
し
ま
し
た
。【
取
組
の

9
】（2）

文
部
科
学
省
を
担
う
人
材
の
強
化

（
人
材
育
成
・
採
用
・
配
置
等
の
改
革
）

人
事
配
置
に
つ
い
て
は
、
4
月
時
点
に
お
い
て
、
総
合

職
以
外
の
採
用
区
分
か
ら
本
省
幹
部（
課
長
級
以
上
）に

7
名
登
用
す
る
な
ど
、
採
用
区
分
等
に
と
ら
わ
れ
ず
、
資

質
・
能
力
・
適
性
に
応
じ
て
進
め
て
い
ま
す
。【
取
組
の
11
】

多
面
観
察
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度
に
室
長
・
企
画

官
級
以
上
の
職
員
全
員
を
対
象
に
実
施
し
て
お
り
、
所
属

長
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
通
じ
て
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能

力
の
向
上
、
職
場
環
境
の
改
善
、
組
織
と
し
て
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
の
向
上
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。【
取
組
の
12
】

職
員
の
多
様
な
資
質
向
上
の
機
会
を
確
保
す
る
た
め
、

新
規
採
用
等
研
修
に
お
い
て
教
育
現
場
研
修
を
創
設
し
た

ほ
か
、
今
後
、
幹
部
職
員
も
対
象
に
し
た
公
務
員
倫
理
研

修
及
び
管
理
職
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
研
修
を
拡
充
予
定

で
す
。【
取
組
の
13
・
25
・
26
】

ま
た
、「
人
材
育
成
の
基
本
的
な
考
え
方
」に
つ
い
て
は
、

夏
頃
を
目
途
に
策
定
す
る
予
定
で
す
。【
取
組
の
22
】
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新しい文部科学省の創生に向けた取組
～「文部科学省創生実行計画」の策定と実行～2特集

（3）
現
場
に
根
差
し
た
政
策
立
案
機
能
の
強
化

4
月
下
旬
か
ら
、
A
I
等
の
先
端
技
術
の
文
部
科
学

施
策
へ
の
活
用
方
策
等
を
テ
ー
マ
に
提
案
型
政
策
形
成
を

試
行
的
に
実
施
し
て
お
り
、
今
後
、
職
員
か
ら
の
提
案
に

つ
い
て
書
面
審
査
、
担
当
課
と
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
経

て
、
幹
部
職
員
及
び
文
部
科
学
省
A
I
戦
略
推
進
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
構
成
員
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
試
行
的
取
組
の
成
果
と
課
題
を
踏
ま

え
、
7
月
上
旬
を
目
途
に
テ
ー
マ
を
限
定
し
な
い
提
案
募

集
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。【
取
組
の
29
】

「
省
内
公
募
ポ
ス
ト
」に
つ
い
て
は
、
省
内
の
4
ポ
ス
ト

（
審
議
官
級
1
、
企
画
官
・
室
長
級
3
）に
つ
い
て
5
月
に

公
募
を
実
施
し
ま
し
た
。【
取
組
の
30
】

ま
た
、
政
策
立
案
機
能
強
化
、
人
材
育
成
・
交
流

の
た
め
、
政
策
立
案
教
養
研
修（D

riving	M
E
X
T
	

Project

、
以
下
、
ド
ラ
メ
ク
）を
平
成
29
年
度
よ
り
開
催

し
、
企
業
・
大
学
・
自
治
体
・
N
P
O
関
係
者
等
と
の
政
策

対
話
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後
も
こ
う
し
た
政
策
対
話
を

月
1
回
程
度
開
催
し
、
省
内
職
員
と
産
学
官
民
の
幅
広
い

現
場
と
交
流
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。【
取
組
の
32
】

こ
の
ほ
か
、
国
研
及
び
科
政
研
も
参
加
す
る
E
B
P
M

関
係
課
長
等
会
議
を
開
催
し
、
分
野
の
特
性
に
応
じ
た

E
B
P
M
の
検
証
を
行
う
た
め
、
5
月
に
省
内
研
修
を
実

施
し
た
上
で
、
E
B
P
M
に
取
り
組
む
事
業
等
を
省
内
公

募
し
、
外
部
有
識
者
の
助
言
も
得
つ
つ
、
事
業
の
質
の
向

上
等
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
政
策
立
案
・
実
行
機
能
を
強

化
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
概
算
要
求
過
程
で
E
B
P
M
を
活
用
す
る
と
と

も
に
、
企
画
担
当
と
予
算
担
当
の
連
携
の
促
進
を
図
る
こ

と
で
、
施
策
の
精
度
を
向
上
さ
せ
て
い
き
ま
す
。【
取
組
の

34
】（4）

広
報
機
能
の
強
化

4
月
よ
り
、
大
臣
官
房
の
総
括
の
下
、
一
元
的
に
省
内

の
報
道
発
表
案
件
を
事
前
に
確
認
す
る
体
制
を
構
築
し
、

報
道
方
法
、
公
表
の
タ
イ
ミ
ン
グ
等
に
つ
い
て
、
全
省
的
観

点
か
ら
助
言
を
行
う
こ
と
を
と
お
し
、
戦
略
的
な
広
報
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。【
取
組
の
35
】

ま
た
、
6
月
に
は
有
志
の
広
報
推
進
チ
ー
ム
の
公
募
を

実
施
し
ま
し
た
。【
取
組
の
31
・
36
】

こ
の
ほ
か
、
職
員
の
広
報
意
識
及
び
ス
キ
ル
の
向
上
の
た

め
、
報
道
対
応
に
加
え
、
H
P
や
S
N
S
等
に
よ
る
情
報

発
信
ス
キ
ル
習
得
を
目
的
と
し
て
研
修
の
内
容
を
充
実
さ

せ
る
と
と
も
に
、
施
策
等
の
広
報
活
動
の
立
案
・
実
施
に

際
し
、
職
員
が
広
報
の
専
門
的
知
識
を
有
す
る
専
門
家
に

気
軽
に
相
談
で
き
る
場
と
し
て
、ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ（
月

1
回
開
催
）を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。【
取
組
の

41
・
42
】

（5）
業
務
改
善
を
推
進
す
る
新
体
制
の
構
築

「
業
務
改
善
の
徹
底
」を
進
め
る
た
め
、
次
官
を
議
長
と

し
、
局
長
級
の
幹
部
職
員
で
構
成
す
る「
業
務
改
善
実
行

会
議
」を
設
置
し
、
4
月
22
日
に
第
1
回
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
会
議
に
お
い
て
、
新
し
い
業
務
改
善
の
体
制
や

進
め
方
に
つ
い
て
確
認
し
、
他
省
庁
の
先
進
的
な
事
例
と

し
て
、
総
務
省
行
政
管
理
局
の
オ
フ
ィ
ス
改
革
等
の
取
組

に
つ
い
て
担
当
局
長
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
審
議
官
や
課
室
長
級
の
職
員
に
対
し
て
も
、「
業
務

改
善
に
関
す
る
研
修
」を
開
催
し
、
担
当
課
長
か
ら
同
局

の
取
組
に
つ
い
て
の
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。【
取

組
の
43
】

「
文
部
科
学
省
業
務
改
善
改
革
計
画
」に
つ
い
て
は
、
5

月
に
業
務
改
善
に
関
す
る
職
員
の
意
識
調
査
を
実
施
し
、

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
計
画
策
定
に
向
け
た
考
え
方
を
各

部
局
に
示
し
、
意
見
交
換
を
実
施
し
ま
し
た
。【
取
組
の

44
】各

部
局
に
お
い
て
は
、
有
志
の
職
員
1
5
7
名
を「
業

務
改
善
推
進
員
」と
し
て
発
令
し
、
部
局
別
の「
業
務
改

善
グ
ル
ー
プ
」を
作
っ
て
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
業
務
改
善

の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
各
部
局
の
取
組
に
つ

い
て
は「
業
務
改
善
実
行
会
議
」で
事
例
を
共
有
し
、
横
展

開
す
る
な
ど
し
て
省
全
体
と
し
て
の
取
組
を
一
層
進
め
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。【
取
組
の
31
・
45
】

ま
た
、
部
局
横
断
的
な
業
務
改
善
課
題
に
つ
い
て
も
5

月
に
課
題
解
決
チ
ー
ム
を
設
置
し
、キ
ッ
ク
オ
フ
・
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
開
催
し
ま
し
た
。【
取
組
の
46
】

現
職
職
員
の
逮
捕
事
案
の
発
生

令
和
元
年
5
月
、
改
革
の
実
行
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
矢

先
に
、
現
職
の
職
員
が
覚
せ
い
剤
取
締
法
違
反
及
び
大
麻

取
締
法
違
反
の
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
る
と
い
う
、
再
び
行
政

に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
失
う
事
案
が
起
こ
り
ま
し
た
。

組
織
風
土
改
革
・
職
員
の
意
識
改
革
な
ど
信
頼
回
復
に

全
省
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
中
で
、
こ
の
よ
う
な
事
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案
が
起
き
た
こ
と
は
誠
に
残
念
で
あ
り
、
今
一
度
、
文
部

科
学
省
と
し
て
猛
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

5
月
29
日
に
は
、
全
職
員
に
対
し
、
法
令
遵
守
の
徹
底

に
つ
い
て
大
臣
か
ら
の
訓
示
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
省
改
革
推
進
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
室
に
お
い
て
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
チ
ー
ム
の
指
導
を
受
け
、
調
査
・
検
証

等
の
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。【
取
組
の
6
】

今
後
、
文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
捜
査
当
局
が
行
う
捜

査
に
全
面
的
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
事
態
を
深
刻

に
受
け
止
め
、
綱
紀
の
粛
正
を
徹
底
し
、
さ
ら
な
る
再
発

防
止
と
国
民
の
信
頼
回
復
に
向
け
て
全
力
を
挙
げ
て
ま
い

り
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
管
理
職
に
よ
る
全
職
員
へ
の
面
談
な
ど
を

通
じ
た
き
め
細
か
な
職
員
の
状
況
の
把
握
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

な
ど
の
外
部
専
門
家
の
配
置
の
充
実
、
メ
ン
タ
ー
制
度
の

更
な
る
充
実
、
心
身
の
健
康
保
持
の
た
め
の
研
修
の
充
実

な
ど
、
職
員
の
抱
え
て
い
る
公
私
を
問
わ
な
い
悩
み
な
ど

の
相
談
を
受
け
る
体
制
の
抜
本
強
化
に
よ
り
、
職
員
が
心

身
と
も
に
健
康
な
状
態
で
職
務
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
し

て
ま
い
り
ま
す
。

お
わ
り
に

文
部
科
学
省
の「
創
生
」に
向
け
た
取
組
は
ま
だ
始
ま
っ

た
ば
か
り
で
す
。

一
度
失
っ
た
国
民
の
信
頼
は
簡
単
に
は
回
復
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
を
し
っ
か
り
と
肝
に
銘
じ
、
危
機
感
を
失
う
こ

と
な
く
、「
真
に
国
民
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
何
か
」

を
常
に
問
い
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
改
革
の
歩
み
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

国
民
の
皆
様
、
関
係
者
の
皆
様
に
お
か
れ
て
は
、
本
改

革
の
趣
旨
を
御
理
解
い
た
だ
き
、
文
部
科
学
省
職
員
に
対

し
、
是
非
忌き

憚た
ん
の
な
い
御
意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
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令
和
元
年
5
月
20
日（
月
）に
令
和
元
年
度
の「
日
本
遺

産（J
apan H

eritage
）」と
し
て
16
件
を
認
定
す
る
と

と
も
に
、
令
和
元
年
度「
日
本
遺
産
」認
定
証
交
付
式
を
行

い
ま
し
た
。

文
化
庁
で
は
5
月
20
日
、
令
和
元
年
度「
日
本
遺
産
」

（Japan	H
eritage

）と
し
て
、
北
海
道
の「
本
邦
国
策

を
北
海
道
に
観
よ
！
〜
北
の
産
業
革
命「
炭
鉄
港
」〜
」

や
、
沖
縄
県
の「
琉
球
王
国
時
代
か
ら
連
綿
と
続
く
沖
縄

の
伝
統
的
な「
琉
球
料
理
」と「
泡
盛
」、そ
し
て「
芸
能
」」

な
ど
16
件
を
認
定
す
る
と
と
も
に
、
東
京
国
立
博
物
館
平

成
館
大
講
堂
で
令
和
元
年
度「
日
本
遺
産
」認
定
発
表
及

び
認
定
証
交
付
式
を
行
い
ま
し
た
。

文
化
庁
で
は
、
地
域
の
歴
史
的
魅
力
や
特
色
を
通
じ
て

我
が
国
の
文
化
・
伝
統
を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
を「
日
本
遺

産（Japan	H
eritage

）」に
認
定
す
る
と
と
も
に
、
ス

ト
ー
リ
ー
を
語
る
上
で
不
可
欠
な
魅
力
あ
る
有
形
・
無
形
の

文
化
財
群
を
地
域
が
主
体
と
な
っ
て
総
合
的
に
整
備
・
活

用
し
、
国
内
外
に
戦
略
的
に
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
の
活
性
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
日
本
遺
産（Japan	

H
eritage

）の
認
定
は
平
成
27
年
度
か
ら
始
ま
り
、
5

回
目
の
認
定
に
な
り
ま
す
。
今
回
の
認
定
で
日
本
遺
産

（Japan	H
eritage

）は
83
件
と
な
り
、
新
た
に
岩
手
県
、

鹿
児
島
県
、
沖
縄
県
が
加
わ
っ
て
、
46
道
府
県
に
日
本
遺

産
が
所
在
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

令
和
元
年
度「
日
本
遺
産（J

apan H
eritage

）」

認
定
一
覧

①	

本
邦
国
策
を
北
海
道
に
観
よ
！
〜
北
の
産
業
革
命「
炭

鉄
港
」〜（
北
海
道
◎
赤
平
市
、
小
樽
市
、
室
蘭
市
、

夕
張
市
、
岩
見
沢
市
、
美
唄
市
、
芦
別
市
、
三
笠
市
、

栗
山
町
、
月
形
町
、
沼
田
町
、
安
平
町
）

②	
み
ち
の
くG

O
LD

浪
漫
─
黄
金
の
国
ジ
パ
ン
グ
、
産
金

は
じ
ま
り
の
地
を
た
ど
る
─（
宮
城
県
気
仙
沼
市
、
南

三
陸
町
、
◎
涌
谷
町
、
岩
手
県
平
泉
町
、
陸
前
高
田
市
）

③	

里
沼（SA

T
O
-N
U
M
A

）─「
祈
り
」「
実
り
」「
守
り
」

の
沼
が
磨
き
上
げ
た
館
林
の
沼
辺
文
化
─（
群
馬
県
館

林
市
）

④	

4
0
0
年
の
扉
を
開
け
る
旅
〜
石
か
ら
読
み
解
く
中

世
・
近
世
の
ま
ち
づ
く
り　

越
前
・
福
井
〜（
◎
福
井

県
、
福
井
市
、
勝
山
市
）

⑤	

江
戸
時
代
の
情
緒
に
触
れ
る
絞
り
の
産
地
〜
藍
染
が
風

に
ゆ
れ
る
町　

有
松
〜（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

⑥	

海
女（A

m
a

）に
出
逢
え
る
ま
ち　

鳥
羽
・
志
摩
〜
素

潜
り
漁
に
生
き
る
女
性
た
ち（
三
重
県
◎
鳥
羽
市
、
志

摩
市
）

⑦	

1
3
0
0
年
つ
づ
く
日
本
の
終
活
の
旅
〜
西
国
三
十
三

所
観
音
巡
礼
〜（
滋
賀
県
◎
大
津
市
、
長
浜
市
、
近
江

八
幡
市
、
岐
阜
県
揖
斐
川
町
、
京
都
府
宇
治
市
、
京

都
市
、
亀
岡
市
、
宮
津
市
、
舞
鶴
市
、
大
阪
府
和
泉

市
、
藤
井
寺
市
、
茨
木
市
、
箕
面
市
、
兵
庫
県
宝
塚
市
、

加
東
市
、
加
西
市
、
姫
路
市
、
奈
良
県
高
取
町
、
明

日
香
村
、
桜
井
市
、
奈
良
市
、
和
歌
山
県
那
智
勝
浦
町
、

和
歌
山
市
、
紀
の
川
市
）

⑧	

旅
引
付
と
二
枚
の
絵
図
が
伝
え
る
ま
ち
─
中
世
日
根
荘

の
風
景
─（
大
阪
府
泉
佐
野
市
）

⑨	

中
世
に
出
逢
え
る
ま
ち
〜
千
年
に
わ
た
り
護
ら
れ
て
き

た
中
世
文
化
遺
産
の
宝
庫
〜（
大
阪
府
河
内
長
野
市
）

⑩	「
日
本
第
一
」の
塩
を
産
し
た
ま
ち　

播
州
赤
穂（
兵
庫

県
赤
穂
市
）

⑪	

日
本
海
の
風
が
生
ん
だ
絶
景
と
秘
境
─
幸
せ
を
呼
ぶ
霊

獣
・
麒
麟
が
舞
う
大
地「
因
幡
・
但
馬
」（
鳥
取
県
◎
鳥

取
市
、
岩
美
町
、
若
桜
町
、
智
頭
町
、
八
頭
町
、
兵
庫

県
香
美
町
、
新
温
泉
町
）

⑫	

神
々
や
鬼
た
ち
が
躍
動
す
る
神
話
の
世
界
〜
石
見
地
域

で
伝
承
さ
れ
る
神
楽
〜（
島
根
県
◎
浜
田
市
、
益
田
市
、

大
田
市
、
江
津
市
、
川
本
町
、
美
郷
町
、
邑
南
町
、
津

和
野
町
、
吉
賀
町
）

⑬	

知
っ
て
る
！？
悠
久
の
時
が
流
れ
る
石
の
島
〜
海
を
越
え
、

日
本
の
礎
を
築
い
た　

せ
と
う
ち
備
讃
諸
島
〜（
岡
山

県
◎
笠
岡
市
、
香
川
県
丸
亀
市
、
土
庄
町
、
小
豆
島
町
）

令
和
元
年
度「
日
本
遺
産
」の
認
定
発
表
及
び

認
定
証
交
付
式
の
開
催

文
化
庁
文
化
資
源
活
用
課
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し
か
し
、
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
が
、
皆
様
に

と
っ
て
の
終
着
点
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

皆
様
に
は
、
日
本
遺
産
の
取
組
を
通
じ
、
御
地
元
を
訪

れ
る
国
内
外
の
多
く
の
人
に
対
し
て
、
地
域
の
歴
史
・
文

化
に
根
差
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
と
文
化
財
を
体
感
い
た
だ
き
、

楽
し
み
や
感
動
を
伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
と
し
て
も
、
日
本
遺
産
の
一
層
の
魅
力
向

上
を
図
る
た
め
、
日
本
遺
産
の
認
知
度
の
更
な
る
向
上
や
、

認
定
地
域
の
観
光
資
源
と
し
て
の
磨
き
上
げ
の
推
進
を
図

る
取
組
等
へ
の
支
援
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き

続
き
、
関
係
省
庁
等
と
連
携
し
、
認
定
地
域
の
皆
様
の
取

組
を
応
援
い
た
し
ま
す
。

（
※
）日
本
遺
産
大
使（
敬
称
略
）

武
井	

咲
、
き
ゃ
り
ー
ぱ
み
ゅ
ぱ
み
ゅ
、
松
井	

秀
喜
、

マ
ー
テ
ィ・フ
リ
ー
ド
マ
ン
、
三
國	

清
三
、
村
田	

吉
弘
、

中
村	

時
蔵
、
ナ
タ
リ
ー・エ
モ
ン
ズ

日
本
遺
産
に
関
す
る
情
報
発
信

文
化
庁
で
は「
日
本
遺
産
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」に
よ
り
、

日
本
遺
産
に
関
す
る
情
報
を
一
元
的
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
は
、
認
定
さ
れ
た
各
ス
ト
ー
リ
ー
の

日
本
語
版
・
英
語
版
の
掲
載
や
、
各
認
定
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

等
の
関
連
情
報
な
ど
多
数
の
情
報
を
随
時
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
是
非
御
覧
く
だ
さ
い
。

U
R
L
：https://japan-heritage.bunka.go.jp/

ja/（「
日
本
遺
産
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」で
検
索
）

永
岡
文
部
科
学
副
大
臣
祝
辞

令
和
元
年
度「
日
本
遺
産
認
定
発
表
及
び
認
定
証
交
付

式
」の
開
催
に
当
た
り
、
文
部
科
学
省
を
代
表
し
て
ひ
と

言
御
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
、
令
和
元
年
度
の
日
本
遺
産
と
し
て
認
定
さ
れ
た

各
自
治
体
の
皆
様
に
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
は
16
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
新
た
に
日
本
遺
産
に
認

定
さ
れ
、
日
本
遺
産
は
83
件
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
認
定
に
向
け
て
は
、
全
国
44
都
道
府
県
の
各

地
域
か
ら
、
72
件
の
申
請
が
あ
り
、
日
本
遺
産
へ
の
注
目

度
の
高
さ
を
改
め
て
感
じ
る
と
と
も
に
、
そ
の
活
動
が
日

本
各
地
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。文

化
財
は
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
の
資
源
と
な

る
も
の
で
あ
り
、
地
域
の
様
々
な
文
化
財
を
ま
ち
づ
く
り

な
ど
に
活い

か
し
、
地
域
振
興
や
観
光
振
興
な
ど
に
も
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
意
味

で
も
、
地
域
の
隠
れ
た
文
化
財
を
魅
力
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
で

発
信
し
て
い
く
日
本
遺
産
は
、
意
欲
的
な
取
組
と
言
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

⑭	

藍
の
ふ
る
さ
と　

阿
波
〜
日
本
中
を
染
め
上
げ
た
至
高

の
青
を
訪
ね
て
〜（
徳
島
県
徳
島
市
、
吉
野
川
市
、
阿

波
市
、
美
馬
市
、
石
井
町
、
北
島
町
、
◎
藍
住
町
、
板

野
町
、
上
板
町
）

⑮	

薩
摩
の
武
士
が
生
き
た
町
〜
武
家
屋
敷
群「
麓
」を
歩

く（
◎
鹿
児
島
県
、
鹿
児
島
市
、
出
水
市
、
垂
水
市
、

薩
摩
川
内
市
、
い
ち
き
串
木
野
市
、
南
さ
つ
ま
市
、
志

布
志
市
、
南
九
州
市
、
姶
良
市
）

⑯	

琉
球
王
国
時
代
か
ら
連
綿
と
続
く
沖
縄
の
伝
統
的
な

「
琉
球
料
理
」と「
泡
盛
」、
そ
し
て「
芸
能
」（
◎
沖
縄

県
、
那
覇
市
、
浦
添
市
）

※
◎
は
代
表
自
治
体

認
定
証
交
付
式
で
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
映
像
の
上
映
に
始

ま
り
、
宮
田
文
化
庁
長
官
に
よ
る
認
定
発
表
、
永
岡
文
部

科
学
副
大
臣
の
祝
辞
及
び
認
定
証
の
交
付
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
日
本
遺
産
大
使（
※
）の
マ
ー
テ
ィ・
フ
リ
ー

ド
マ
ン
氏
、
中
村
時
蔵
氏
が
参
加
し
、
新
た
に
任
命
さ
れ

た
ナ
タ
リ
ー
・
エ
モ
ン
ズ
氏
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
上
映
さ

れ
ま
し
た
。
最
後
に
関
係
者
も
登
壇
し
、
記
念
撮
影
を
行

い
ま
し
た
。

永岡文部科学副大臣の祝辞

令和元年度日本遺産認定団体

https://japan-heritage.bunka.go.jp/ja/
https://japan-heritage.bunka.go.jp/ja/
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だ
き
、日
本
の
文
化
に
関
す
る
講
演
、講
義
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
実
演
、
ま
た
、
現
地
の
芸
術
家
・
文
化
人
等
と
の
共

同
制
作
な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
も
の
で
す
。

今
回
、
新
た
に
指
名
し
た
文
化
人
、
芸
術
家
は
次
ペ
ー

ジ
の
と
お
り
で
す
。

指
名
書
交
付
式
に
は
、
新
任
の
文
化
交
流
使
の
ほ
か
、

外
務
省
、
国
際
交
流
基
金
等
か
ら
約
20
名
が
出
席
し
ま
し

た
。指

名
書
を
交
付
し
た
宮
田
亮
平
文
化
庁
長
官
は
、
冒
頭

の
挨
拶
で「
日
本
の
心
を
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、
各
地
で
学

ん
だ
こ
と
を
持
ち
帰
り
、
更
に
日
本
の
文
化
を
進
化
さ
せ

て
ほ
し
い
」と
、
激
励
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

な
お
、
文
化
交
流
使
の
紹
介
や
活
動
は
、
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
とF

acebook

で
も
随
時
発
信
し
て
お
り
ま
す
。
是

非
、
御
覧
く
だ
さ
い
。

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

【F
acebook

】http://w
w
w
.facebook.com

/
JapanC

ulturalE
nvoyF

orum

日
本
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
芸
術
家
、
文
化
人
等
を
海
外

へ
派
遣
す
る「
文
化
庁
文
化
交
流
使
事
業
」。
令
和
元
年
度

は
、
新
た
に
6
名
を
指
名
し
、
文
化
庁
長
官
室
で
指
名
書

を
交
付
し
ま
し
た
。

文
化
庁
は
、
令
和
元
年
度「
文
化
庁
文
化
交
流
使
」と

し
て
、
新
た
に
6
名
の
芸
術
家
、
文
化
人
の
指
名
を
決
定

し
、
平
成
31
年
4
月
25
日
、
文
化
庁
長
官
室
に
て
指
名
書

交
付
式
を
行
い
ま
し
た
。

「
文
化
庁
文
化
交
流
使
事
業
」は
、
芸
術
家
、
文
化
人

等
、
文
化
に
携
わ
る
人
々
を「
文
化
交
流
使
」に
指
名
し
、

世
界
の
人
々
の
日
本
文
化
へ
の
理
解
の
深
化
並
び
に
日
本

と
外
国
の
文
化
人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
つ
な
が
る

活
動
を
展
開
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
15
年
度
の
創
設
よ
り
、
本
年
度
で
17
年
目
を
迎
え
、

平
成
30
年
度
ま
で
に
、
伝
統
音
楽
や
舞
台
芸
術
、
生
活
文

化
や
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
い
っ
た
多
様
な
分
野
で
活
躍
す

る
芸
術
家
、
文
化
人
等
を
、
延
べ
1
3
7
名
と
26
団
体
を

86
か
国
へ
派
遣
し
ま
し
た
。

文
化
交
流
使
の
具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、
日
本
在
住

の
芸
術
家
や
文
化
人
に
一
定
期
間
海
外
に
滞
在
し
て
い
た

令
和
元
年
度「
文
化
庁
文
化
交
流
使
」指
名
書
交
付
式文

化
庁
文
化
経
済
・
国
際
課

http://culturalenvoy.jp/

http://www.facebook.com/JapanCulturalEnvoyForum
http://www.facebook.com/JapanCulturalEnvoyForum


22文部科学広報　No.235　2019年 6月号

氏名・プロフィール 活動予定国 派遣予定期間 活動内容

くろだ れいそん

黒田　鈴尊
（尺八奏者）

中国、
イタリア、
ブラジル、
フランス、
ドイツ、
ポルトガル

約２か月
（令和元年5月下旬〜7月
下旬）

各地の作曲家たちに新作を委嘱、初演し、ソロや
アンサンブルとの共演により尺八の現在進行形
の魅力を発信する。また音楽大学で講義やワー
クショップを通じ、日本音楽の美学・哲学を発信
する。さらに各種フェスティバルにて、古典と現
代の両方の尺八音楽を広く伝える。

しみず としなか

清水　利仲
（両口屋菓匠 取締役顧
問）

スペイン、
フランス、
ドイツ

約1か月
（令和元年6月中旬〜7月
中旬）

涼菓（夏向きの菓子）、葛菓子、わらび餅、水まん
じゅう、練切、錦玉類など実技指導、試食中心と
したワークショップを行う。また講演では、和菓
子の歴史、文化、素材など中心に紹介する。

たむら けいご

田村　圭吾
（京料理 萬重 若主人、
全 国 芽 生 会 連 合 会 監
事）

ニュージーランド、
エルサルバドル、
ハンガリー、
マケドニア、
レバノン、
アラブ首長国連邦

約1か月半
（令和元年 8 月下旬〜10
月上旬）

食育や過去の海外経験を踏まえた和食イベント
や講義、デモンストレーションを実施する。特に、
日本料理の考え方の基礎となる歴史的背景、意
味合いなどを紹介するとともに、世界で注目され
る「うま味」を活用し、比較的ローカロリーの調
理方法である和食の魅力を伝える。

なかむら　きょうぞう

中村　京蔵
（歌舞伎俳優）

アメリカ、
キューバ、
メキシコ

約1か月
（令和元年11月上旬〜12
月上旬）

世界共通語である歌舞伎に対する各国の関心は
高いことから、歌舞伎レクチャーとデモンストレー
ションを通して、400年の歴史のある日本の伝統
芸能歌舞伎の紹介をする。また、各地の演劇分
野関係者と交流することで、歌舞伎に対する理
解をより深める。

みたに じゅん

三谷　純
（筑波大学 教授）

中国、
フィリピン、
マレーシア、
バングラデシュ、
インド、
タイ、
ミャンマー、
ベトナム

約2か月
（令和元年10月下旬〜12
月下旬）

折り紙は、古くから幅広い世代に親しまれてきた
我が国の文化の一つである一方で、近年では科
学者による研究の対象ともされている。こうした
文化的な側面と、サイエンス的な側面の両面か
ら、過去及び現在の折り紙を、講演やワークショッ
プ、展示を通して各国に伝える。

もり　たかひろ

森　隆宏
（盆栽師）

カナダ、
アメリカ、
オーストラリア、
シンガポール

約2か月
（令和元年7月中旬〜9月
中旬）

実演を含めた講習会を開催し、初心者にわかりや
すく、また、既存の愛好家の技術向上に繋がるよ
う努める。また日本文化と自然の繋がり、盆栽の
魅力と精神性をテーマに講演を行う。さらに現
地の盆栽クラブ、盆栽を生業とする方々と、今後
の盆栽発展に繋がる交流を行う。
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文部科学省総合教育政策局
地域学習推進課

子供の読書活動の推進
～4月23日は「子ども読書の日」～

子供の読書活動の推進

読書は、子供にとって、言葉を学び、感性を磨き、
表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより
深く生きる力を身に付ける上で欠かせないものです。
「子どもの読書活動の推進に関する法律」では、国
民の間に広く子供の読書活動について関心と理解を深
めるとともに、子供が積極的に読書活動を行う意欲を
高めるため、「子ども読書の日」を設けること、「子ど
も読書の日」は、4月23日とすること、国及び地方公
共団体は、子ども読書の日の趣旨にふさわしい事業を
実施するよう努めなければならないとされています。

子ども読書の日

国民の間に広く子供の読書活動について関心と理
解を深め、子供の読書活動を推進するために、「子ど
も読書の日」を広く周知するとともに、特色ある優れ
た取組を行っている学校・図書館・民間団体等を表彰
しています。

子どもの読書活動推進フォーラムの開催

文部科学省では、独立行政法人国立青少年教育振
興機構との共催で、「子ども読書の日」（4月23日）を
記念し、「子どもの読書活動推進フォーラム」を開催
しており、あわせて、文部科学大臣表彰の表彰式を
行っております。

本年度は、約400名の方々の参加のもと、主催者
を代表して清水明総合教育政策局長が挨拶し、来賓
の「子どもの未来を考える議員連盟」の河村建夫会長
から御祝辞を頂きました。続いて、優れた取組を行っ
ている学校、図書館及び団体（個人）を表彰するため、
平成14年から始まった文部科学大臣表彰では、優秀
実践校138校、優秀実践図書館47館、優秀実践団体
（個人）56団体（名）が表彰されました。

国民の間に広く子供の読書活動について関心と理解を深め、子供が積極的に読書活動を行う意欲を高めるため
に「子どもの読書活動推進フォーラム」を開催しました。

式典では、各部門の代表として次の3団体に対して、
表彰状の授与が行われました。
・北海道札幌南高等学校（北海道）
・函南町立図書館（静岡県）
・おはなしぱちぱち（岩手県）

文部科学省では引き続き、学校、図書館、読み聞
かせ等を行っている民間団体、家庭等が連携し、子
供たちが自主的な読書習慣を身に付ける取組を推進
してまいります。

平成31年度「子ども読書の日」啓発ポスター

平成31年度「子どもの読書活動推進フォーラム」文部科学大臣表彰
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文部科学省大臣官房人事課

令和元年春の叙勲勲章伝達式

令和元年春の叙勲

令和元年春の叙勲が5月21日付で発令され、4， 225
名に授与されました。
文部科学省関係の受章者は、754名で、大綬章勲章
親授式及び重光章勲章伝達式は5月23日、皇居にお
いて、中綬章等勲章伝達式は5月28日、東京都千代
田区の国立劇場大劇場において、それぞれ行われまし
た。
文部科学省関係の大綬章及び重光章受章者は次の
方々です。

◆瑞宝大綬章・1名
◇白井　克彦（しらい　かつひこ）
	 早稲田大学名誉教授、元	早稲田大学総長

◆瑞宝重光章・5名
◇江里　健輔（えさと　けんすけ）
	 山口県立大学名誉教授、元	山口県立大学長
◇木村　榮一（きむら　えいいち）
	 	神戸市外国語大学名誉教授、元	神戸市外国語
大学長
◇古在　豊樹（こざい　とよき）
	 千葉大学名誉教授、元	千葉大学長
◇近藤　信司（こんどう　しんじ）
	 元	文化庁長官
◇田代　和生（たしろ　かずい）
	 慶應義塾大学名誉教授、日本学士院会員
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令
和
元
年
春
の
褒
章
伝
達
式

文
部
科
学
省
大
臣
官
房
人
事
課

令
和
元
年
春
の
褒
章

令
和
元
年
春
の
褒
章
が
5
月
21
日
付
で
発
令
さ
れ
、

6
8
9
名
の
方
々
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
う
ち
、
文
部
科

学
省
関
係
の
受
章
者
は
30
名
で
、
5
月
30
日
、
文
部
科
学

省
3
階
講
堂
に
お
い
て
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
章

者
は
次
の
方
々
で
す
。

◆
紫
綬
褒
章
・
21
名

◇
金
井　

壽
宏（
か
な
い　

と
し
ひ
ろ
）

	

神
戸
大
学
教
授　

経
営
学

◇
大
須
賀　

篤
弘（
お
お
す
か　

あ
つ
ひ
ろ
）

	

京
都
大
学
教
授　

構
造
有
機
化
学

◇
重
川　

秀
実（
し
げ
か
わ　

ひ
で
み
）

	

筑
波
大
学
教
授　

応
用
物
理
学

◇
阿
尻　

雅
文（
あ
じ
り　

た
だ
ふ
み
）

	

東
北
大
学
教
授　

化
学
工
学

◇
井
ノ
口　

馨（
い
の
く
ち　

か
お
る
）

	

富
山
大
学
教
授　

神
経
科
学

◇
佐
藤　

隆
一
郎（
さ
と
う　

り
ゅ
う
い
ち
ろ
う
）

	

東
京
大
学
教
授　

食
品
科
学

◇
畠
山　

昌
則（
は
た
け
や
ま　

ま
さ
の
り
）

	

東
京
大
学
教
授　

細
菌
学
・
腫
瘍
学

◇
酒
井　

敏
行（
さ
か
い　

と
し
ゆ
き
）

	

京
都
府
立
医
科
大
学
名
誉
教
授　

が
ん
分
子
標
的
医
学

◇
遠
藤　

章（
え
ん
ど
う　

あ
き
ら
）

	
		

国
立
研
究
開
発
法
人
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
原
子

力
科
学
研
究
部
門
原
子
力
科
学
研
究
所
原
子
力
基
礎
工

学
研
究
セ
ン
タ
ー
セ
ン
タ
ー
長　

発
明
改
良

◇
佐
藤　

清
侍（
さ
と
う　

せ
い
じ
）

	
	

三
菱
電
機（
株
）
名
古
屋
製
作
所
放
電
製
造
部
長
兼

A
M
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー　

発
明
改
良

◇
平
本　

和
夫（
ひ
ら
も
と　

か
ず
お
）

	
	（

株
）日
立
製
作
所
研
究
開
発
グ
ル
ー
プ
技
術
顧
問

　

発
明
改
良

◇
隈　

研
吾（
く
ま　

け
ん
ご
）

	

建
築
家

◇
川
上　

弘
美（
か
わ
か
み　

ひ
ろ
み
）

	

小
説
家

◇
藤
井　

泰
和（
ふ
じ
い　

ひ
ろ
か
ず
）

	

地
歌
演
奏
家

◇
山
村　

浩
二（
や
ま
む
ら　

こ
う
じ
）

	

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
家

◇
髙
田　

昭
德（
た
か
だ　

あ
き
の
り
）

	

（
芸
名　

オ
ー
ル
阪
神
）　

漫
才
師

◇
南
出　

繁（
み
な
み
で　

し
げ
る
）

	

（
芸
名　

オ
ー
ル
巨
人
）　

漫
才
師
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◇
石
川　

絹
代（
い
し
か
わ　

き
ぬ
よ
）

	

（
芸
名　

石
川　

さ
ゆ
り
）　

歌
手

◇
林　

智
太
郎（
は
や
し　

と
も
た
ろ
う
）

	
（
芸
名　

中
村　

鴈
治
郎
）　

歌
舞
伎
俳
優

◇
千　

宗
室（
せ
ん　

そ
う
し
つ
）

	

（
号　

坐
忘
斎
）茶
道
家（
茶
道
裏
千
家
16
代
家
元
）

◇
趙　

治
勲（
ち
ょ
う　

ち
く
ん
）

	

囲
碁
棋
士

◆
藍
綬
褒
章
・
1
名

◇
麻
生　

隆
史（
あ
そ
う　

た
か
し
）

	

（
学
）第
二
麻
生
学
園
理
事
長

◆
黄
綬
褒
章
・
8
名

◇
伊
藤　

武
司（
い
と
う　

た
け
し
）

	

（
有
）丸
十
伊
藤
書
店
代
表
取
締
役　

教
科
書
供
給
業

◇
小
栁　

一
郎（
こ
や
な
ぎ　

い
ち
ろ
う
）

	

（
有
）文
精
堂
書
店
社
長　

教
科
書
供
給
業

◇
山
田　

壽
穗（
や
ま
だ　

と
し
ほ
）

	

恵
文
堂
代
表　

教
科
書
供
給
業

◇
佐
々
木　

啓
益（
さ
さ
き　

け
い
え
き
）

	

吉
泉
産
業（
株
）代
表
取
締
役　

考
案
改
良

◇
武　

紘
一（
た
け　

こ
う
い
ち
）

	

（
株
）静
科
経
営
企
画
室
長　

考
案
改
良

◇
芝
田　

正
利（
し
ば
た　

ま
さ
と
し
）

	

歌
舞
伎
ツ
ケ
打
ち　

文
化
財
保
護
業
務

◇
藤
本　

靑
一（
ふ
じ
も
と　

せ
い
い
ち
）

	

仏
師　

文
化
財
保
護
業
務

◇
長
谷
川　

敬
郎（
は
せ
が
わ　

の
り
お
）

	

左
官　

文
化
財
保
護
業
務
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